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序章 ～忘れられない人～








　一人の青年が、こちらに向かって笑いかけている。

　優しくも凛とした笑顔。世せ良ら愛あい佳かは彼のその笑顔が大好きだった。

　──石いす動るぎ拡ひろ夢む──私が初めて心の底から好きになった人。

　最初に拡夢と言葉を交わしたのは、高校に入って三ヶ月が過ぎた頃。

　愛佳は昼食を終えると、いつも図書室で一人本を読んでいた。

　クラスメイトの女子達のように、大勢のグループの輪に入ってお喋りするより、一人で静かに過ごすのが好きだった。そのせいで、暗い子だと言われることもあったけれど、愛佳は一切気にせず自分の好きなように過ごしていた。

　他人の目を気にして、自分のやりたいことを我慢する生き方など、正直に言って馬鹿らしいと思っていた。だからどんな時も、愛佳は自分の考えを大切にしていた。

　その日も普段通り、図書室の一角にある机に座って読書をしていると、拡夢に話しかけられた。

「向かいの席、座ってもいいかな？」

　そう問いかけてくる声には、低くも甘い響きが込められていた。声を聞いた瞬間、愛佳の胸はときめき自然とうなずいていた。

　それからほぼ毎日のように、二人は図書室で向かい合って座っては、一緒に過ごすようになっていた。

　最初の頃は、一言二言交わすだけの間柄だった。それでも拡夢がそばにいるだけで、自然と心が安らぐのを感じた。

　半年ほど経ってから、少しずつではあるが色々と話すようになった。

　読んだ本のことや互いの趣味のこと、時には拡夢からチェスを教えてもらったりもした。チェス初心者の愛佳は、拡夢相手に全く敵わなかったものの、やっている間はとても楽しかった。

　二年生に進級して同じクラスになると、拡夢と一緒にいるのが当たり前になっていた。そうして次第に愛佳の中で、彼と過ごす時間がかけがえのない大切なものとなっていった。

「俺、愛佳ちゃんと一緒にいる時が一番幸せなんだ。こんな気持ちになったのは初めてだよ」

　誠実で真っ直ぐな拡夢のその言葉が、愛佳はとても嬉しくてたまらなかった。その瞬間、胸がジンと震えて夢見心地になった。

「私も、拡夢君と過ごす時間が何よりも好き」

　そう言ってとびきりの笑顔を見せると、拡夢も頬を上気させて微笑み返してくれた。

　この幸せな時間がずっと続くことを、愛佳は心から強く願っていた。拡夢もまた、自分と同じ気持ちでいると信じて疑わなかった。

　しかし現実はそう甘いものではなく、その願いが叶うことはなかった。

「ごめん、愛佳。俺、今はどうしてもやりたいことがあって……。そのために行きたい大学があるんだ」

　こうして大学進学を機に、拡夢は愛佳の元を離れていってしまった。その時に告げられた言葉が、未だに忘れられず胸を締め付ける。

　そして今もまた、彼が背を向けて目の前から去ろうとしている。

「駄目、行かないで！」

　愛佳は拡夢を引き留めようと手を伸ばす。

　だが、その手が彼に届くことはなかった。

「拡夢君、お願いだから待って！　拡夢君──！」

　繰り返し名前を呼んだところで、愛佳の思考は現実に引き戻される。

　目の前に広がるのは、見慣れた自分の部屋。当然ながら、愛佳以外に誰もいない。

　──また彼の夢を見てしまった。

　拡夢と離れ離れになってから、一体何度この夢を見たかわからない。特にここ最近は、見る頻度が多くなっている気がする。

　ふとそこで、愛佳は頬に一筋の雫が伝っているのに気付く。

（私、また泣いていた……？）

　夢を見て泣くほど、拡夢が恋しいという証拠なのだろうか。

　愛佳は慌てて涙を拭うと、ベッドサイドの時計を見やる。

　時刻は午前六時ちょうど。アラームが鳴るまでまだ三十分あるが、だからといって二度寝をする気分にはなれない。

（でも、眠れば夢の中でまた拡夢君に会える……）

　そんなことをしても、余計に悲しくなるのはわかっていた。しかし、それでも拡夢に会いたい気持ちは捨てきれなかった。

　──いっそのこと、このまま会社を休んで一日寝てしまおうか。

　ついそんな不謹慎なことを考えてしまう自分がいる。

　だが、一度溢れ出した拡夢への想いは止まらない。

　やるせない恋心を胸に、今日も愛佳の一日が始まろうとしていた。







第一章 ～想い人との再会～








　愛佳は鬱屈した気分を洗い流すように、バーの片隅で一人酒を呷っていた。

　──こんな嫌な気分になったのは久しぶりである。

　今日は姉の結婚式だったが、愛佳は少しも晴れやかな気分にはなれなかった。

　別に姉のことが嫌いなわけではない。ただ、姉と比べられるのが嫌なだけである。

「愛佳ちゃん、まだ良い人が見つからないの？」

「麻ま里り佳かちゃんを見習って、もっと社交的にならないと。自分の殻に閉じこもってばかりいるから、いつまで経っても出会いがないのよ」

　哀れみが込められた親戚のおばさん達の声が、頭から離れず何度もこだましている。

（いくら血を分けた姉妹だからって、何で姉さんみたいにならなくちゃいけないのよ……！）

　愛佳は昔から、親戚を始めとする周囲の人間から、何かにつけて姉と比べられてきた。

　明るくて社交的で愛らしい子──姉の麻里佳はいつも周囲から褒めそやされ、誰からも好かれていた。それに対して愛佳は、暗いだの愛想がないだのと言われることが多い。

　そもそも、なぜそんな風に姉と比べられなければいけないのか、愛佳には全く理解できなかった。

　姉のような派手さはないものの、かといって特別に地味というわけでもない。

　背中まで伸びた黒髪は、ハーフアップにしておしゃれにまとめている。服装だって、身の丈に合いなおかつ良いものを選んで着ている。

（私は私、姉さんは姉さん。それでいいじゃない）

　愛佳はただ、自分らしく生きることを大切にしているだけ。だから姉のように派手に着飾って、注目の的になろうと思ったことなどない。

　結婚に関しても、姉に先を越されたからといって、自分も急いでしようとは考えていない。

　親戚から何度か見合いを勧められたが、愛佳は全て断ってきた。中には容姿や経済面などが優れた人もいたけれど、だからといって愛佳の心に響くことはなかった。

　その理由は一つ──初恋の相手である石動拡夢を、ずっと忘れられずにいるからだ。別れた今でもずっと、愛佳は彼だけを愛し続けている。

（拡夢君、元気にしてるかな？）

　もう十年近く会っていないが、今もはっきりと彼の容姿を思い出せる。

　細身で背が高くて、モデルやタレントに勝るとも劣らない容姿端麗な見た目。顔立ちは理知的な雰囲気を感じさせた。優しくも芯が強く真っ直ぐな性格で、曲がったことを何よりも嫌う人であった。

　そして誰よりも愛佳のことを想い、そのままの君が好きだと言ってくれた唯一の男性。

　拡夢と過ごした日々は、愛佳にとって何よりも幸せで、大切な宝物に等しい。

　もし叶うのなら、あの幸せな時間を取り戻したいと、数え切れないほど願っている。

　いつまでも拡夢を忘れず、一人でいる愛佳を見ていられなくなったのか、姉は呆れ笑いを浮かべてこう言った。

「いい加減、彼のことなんか忘れて新しい恋を始めたら？　自分の夢を選んで、あんたをあっさり捨てていくような人と一緒になっても、幸せにはなれなかったと思うよ」

　姉は決して、悪気があって言ったわけではないと思う。それでも、姉が高校時代に付き合っていた人と、拡夢を一緒にされたことが腹立たしい。

　その時の怒りも蘇ってきて、余計なお世話だと怒鳴りつけてやりたい衝動に駆られる。

　酔っているせいで、感情が不安定になっているようだ。これでは憂さ晴らしに飲みに来た意味がない。

　込み上げてくる怒りを鎮めるように、愛佳はグラスの残りを一気に飲み干した。







　バーを出ると愛佳はそのまま家路に就いた。

　かなり遅くまで飲んでいたので、マンションのそばの住宅街はしんと静まり返っている。

　毎日通っている道だけれど、こうも人気がないと不安に駆られる。

（やっぱり、もっと早く帰れば良かったかも……）

　だが、とてもじゃないが式が終わった直後は、そのまま大人しく家に帰る気になれなかった。

（マンションまでそんなに遠くないし、きっと大丈夫よ）

　それに一人暮らしを始めてから今まで、この近辺で不審者情報が入ったことは一度もない。今住んでいる部屋を借りる時も、この辺りは治安が良いので一人暮らしの女性におすすめだと、不動産屋から言われた。だから今夜も何も起きる筈がない。

　根拠のない自信を胸に、愛佳は自宅マンションを目指して歩き続ける。

　道中、特に何も起こることなく、無事にマンションへと続く坂の前までたどり着いた。

　しかし、愛佳はその手前ですぐさま足を止めた。

　見慣れないバンが一台停まっている。ちょうど街灯の明かりを避けるように停めてあるので、車内の様子は全く見えない。

　──車で寝泊まりしている人なのか、あるいはどこか侵入できる家がないか下見に来ているのか。

　愛佳はとっさにバッグの中のスマホを取り出す。

　警察に通報するべきかどうか迷った。

　だが、まだ不審な車だと決まったわけではない。もし違ったら、相手にも警察にも迷惑をかけてしまう。

　正直、その横を通るのは怖かったが、いつまでもここに留まっているわけにもいかない。

　愛佳は視線を少し下に向けると、駆け足で車の横を通り過ぎようとした。

　すると突然スライドドアが開き、車内に引きずり込まれそうになる。

「嫌ッ！　やめて、離して！」

　愛佳はすぐさま悲鳴を上げて抵抗したが、背後から革手袋を嵌めた手で口を強く塞がれる。

「ン！　ンン……ッ！」

　愛佳は難を逃れようと必死になってもがくが、口を塞がれて上手く息ができないのと、体を強く押さえられているのとで力が入らなかった。

　自分がこんな目に遭ったのは、今まで大丈夫だったから何も起きない筈だと油断したせい。その愚かで浅はかな考えのせいで、もっと恐ろしい体験をするのだと想像し、背筋にゾッと悪寒が走る。

（嫌だ……！　誰か助けて……！）

　愛佳が必死の思いで祈っていると、こちらへ近づいてくる足音が聞こえてきた。

「警察だ！　今すぐその人を離せ！」

　鋭い声を上げて姿を現したのはスーツ姿の男。

　暗いので愛佳のいる場所からでは顔はよく見えないが、声の感じからすると二十代半ばといったところか。

「きゃっ！」

　次の瞬間、愛佳は勢いよく突き飛ばされ、ようやく体の自由が戻る。

　警察と聞いてマズいと判断したらしい。愛佳を襲った人物は、素早くドアを閉めて車を急発進させた。

「待て！　車を止めろ！」

　刑事の男はすぐに追いかけるが、車はあっという間に速度を上げて走り去っていく。

　当然ながら、人間の足で走る車に追いつける筈もなく、刑事は数メートルのところで追うのを諦めた。

　まだ心臓がバクバクと音を立てているが、ひとまず危機が去ったことでホッと胸を撫で下ろす。

　その場にへたり込んだままの愛佳を心配したのか、刑事はこちらへ戻って来るなり膝をついて様子を尋ねてきた。

「怪我はありませんか？」

「はい、ありがとうございます」

　礼を言って顔を上げたところで、愛佳は思わず目を丸くする。

　刑事の方も愛佳の顔を見るなり、驚きを露わにして息を呑んだのがわかった。

（嘘……こんなことってあるの!?）

　今目の前にいるのは、ずっと会いたくてたまらなかった人。こんな状況でなければ、再会できたことを素直に喜べたに違いない。

　色々な感情が込み上げてくる中、愛佳はおずおずと彼の名前を口にする。

「拡夢君……」

「愛佳ちゃん、まさかこんな形で再会するとはね……」

「うん、そうだね……」

　拡夢のその口ぶりから、彼ももっと良い形での再会を望んでいたのが窺える。

「その格好、何かのパーティーに出ていたの？」

　パーティードレスを着ているのを見て気になったのか、拡夢は愛佳の全身をじっくり見つめる。

「うん、姉さんの結婚式だったんだ。それで、ちょっと遅くなっちゃって……」

　バーで飲んでいたことは伏せて事情を説明すると、拡夢はすぐに「そうか」と納得してくれた。

　気のせいかもしれないが、その声には安堵の色が含まれているように感じた。

「それより、大丈夫かい？」

「うん、大丈夫。特に怪我もしてないし」

　愛佳が小さく笑って答えると、拡夢はすぐさま「そういうことじゃないよ」と首を横に振る。

「俺が訊いているのはメンタルの方だよ。あんな目に遭って怖かっただろう？　良かったら、君が落ち着くまで一緒にいようか？」

「え？」

「別に部屋に入れろというわけじゃない。近くのファストフード店にでも一緒にいるよ」

「いいの？」

「もちろんだよ」

　確かにあんな怖い目に遭ったばかりで、このまま帰宅して何事もなかったように忘れられるとは思えない。

　元恋人であり刑事だから心配してくれているだけかもしれないが、今の愛佳には拡夢の申し出はとてもありがたかった。

「じゃあ、お願いするね」

　せめて今だけでも、拡夢と過ごせる一時の幸せを取り戻したい。その想いを胸に、愛佳は申し出を受け入れた。







　ファストフード店で二人がけの席に座るなり、愛佳はアイスティーを飲んで気持ちを落ち着かせる。

　拡夢はアイスコーヒーの他に、ハンバーガーとフライドポテトのセットを注文した。

「何だか、俺だけ食べて悪いな。実は昼に軽く食べてから、大したものを口にしてなくてさ……」

「ううん、気にしないで」

「ありがとう」

　自分だけ食べることを申し訳なさそうにしつつも、空腹には敵わないようで拡夢は遠慮がちにハンバーガーにかぶりつく。

（何だか、すごく懐かしいな……）

　高校時代にもよくこうして、二人でファストフード店やカフェに入っては、他愛のないお喋りをして楽しんだ。

　幸せなあの頃に戻ったようで、緊迫した心が和らいでいく。

「拡夢君、ありがとう。何かの事件の捜査中だったんだよね？」

「そんなの気にしなくていいよ。あんな状況で、君を放っておくなんてできないから」

　刑事になった今でも、拡夢の人を気遣う優しさは変わっていない。

　付き合っていた頃の彼も、常に愛佳を気にかけてくれた。図書委員の仕事で遅くなった時などは、わざわざ手伝ってくれることもあった。

　そんな拡夢であれば、相談事にも乗ってくれるに違いない。

　しかしせっかく再会できたのに、この和やかな雰囲気に水を差すのはためらわれた。それでも、次にいつ彼と会って話ができるかわからないので、愛佳はおずおずと口を開いて打ち明けた。

「あの、ちょっと相談したいことがあるんだけど、いいかな？」

「もちろん、何でも言って」

　愛佳が頼ってくれたのが嬉しいようで、拡夢は快く承諾してくれる。

「もしかしたら気のせいかもしれないと思って、今まで気に留めてなかったんだけど。でも、さっきのことがあったから……。私、ここ最近……誰かに後をつけられている気がするの」

　具体的にいつからなのかはわからない。ただ、帰宅時につきまとわれていると、頻繁に感じることがあった。

　帰る方向が同じであれば、足音が後ろから聞こえても何ら不自然ではない。それでも、やけに距離が近い気がするのだ。

　警察に相談しても、偶然なのではないかと言われたらそれまでなので、今日までずっと黙っていた。似たような理由から、家族の誰にも打ち明けていない。

　愛佳が話をしている間、拡夢は真剣な面持ちで聞いてくれていた。

「私の話、信じてくれる？」

　不安な面持ちで尋ねる愛佳に、拡夢は間を置かずに「もちろんだよ」とうなずく。

　以前と変わらず、自分の味方でいてくれる彼の優しさに、愛佳は心から安堵する。

「他に何か変なことされたりしてない？　例えば、脅迫するような内容の手紙が送られてきたり、部屋に侵入された形跡があったりしたとか」

「ううん、そういうのは今のところ特にない」

「なるほど。とにかく、誰かが後をつけているんだね？　心当たりとかは？」

「それは──」

　心当たりと訊かれて、愛佳の脳裏に一人の男が浮かび上がる。

　だが、何の証拠もないのに名前を出すのは、その人物を完全に犯人扱いするみたいで気が引けた。いくら過去に嫌なことをされたとはいえ、無実の罪を着せるような真似はしたくない。

　それに、名前を出して逆恨みされる可能性も考えられる。

　愛佳の懸念を察したのか、拡夢は安心させるようにやんわりと微笑みかけた。

「大丈夫だよ。こっちも証拠がない限りは、いきなりその人を逮捕するような真似はしない。それに、君に被害が及ばないようにもする。だから安心して話して」

「武む藤とう和かず夫おさんという人で、前の職場で私の上司だった人なんだけど──」

　名前と自分との関係を告げると、愛佳は武藤にされたことを順を追って話していった。

　入社して間もなく、武藤からしばしば絡みつくような視線を向けられた。

　愛佳はそんな武藤のことが苦手で、挨拶と仕事の話以外は彼との接触を極力避けるようにしていた。

　入社して一年が過ぎた頃、武藤はより一層馴れ馴れしく接してくるようになった。しかも既婚の身でありながら、愛佳を食事やデートに誘う有様である。

　妻子がいる人とは付き合えないと断ると、武藤は悪びれることなく妻を嘲るようなことを口にしては、「今の僕は愛佳ちゃんに夢中なんだ」などと口説いてきた。

　更に半年後。信じられないことに武藤は、愛佳と本気で付き合うためだけに離婚したのだ。

　愛佳には正気の沙汰とは思えず、侮蔑の眼差しを向けて「あなたはどうかしてますよ」とはっきり言ってしまった。

　そこでようやく武藤の行動が問題視され、彼は降格処分を受けた挙句に左遷となった。

　だが、いくら武藤から離れられたとはいえ、精神的苦痛を受けた身でいつまでもその職場に留まるのは嫌だった。それに、こちらが早い段階から被害を訴えても、「君も色目使ったんじゃないの？」と言ってなかなか取り合おうとしない、職場の対応の遅さにも憤りを感じていた。

　愛佳は迷わずその会社を辞め、今の会社に転職し事務職として働いている。

　当時のことを思い出しただけで、今にも気分が悪くなりそうだ。それぐらい、愛佳にとってあの男は忌まわしい存在になっている。

「ごめんな、嫌なことを思い出させてしまって」

「ううん、大丈夫。武藤さんに迫られた時は気味が悪かったし、本当に不快だったけれど、今はもう完全に離れられたから」

　言うほど大丈夫ではなかったけれど、拡夢にこれ以上心配をかけたくなくて、愛佳はぎこちなく笑ってみせる。

　すると拡夢は困ったような表情を浮かべ、包み込むようにそっと愛佳の手を取る。

「あ……」

　触れられた瞬間、初めて恋をした時のようなときめきが蘇り、愛佳の鼓動は急激に加速していった。

「無理しなくていいよ。嫌なものは嫌だって、はっきり言ってくれた方がこっちも楽だから」

「うん、ありがとう」

　こちらのちょっとした変化にすぐ気付いてくれるところも、付き合っていた頃と全く変わっていない。十年前のままの拡夢の優しさに、愛佳の心はたちまち癒されていく。

「その武藤という男、離婚してまで君と付き合いたいと下心を抱いていたほどだ。今もまだ、君に執着している可能性は十分に考えられるな……」

　真摯な表情でつぶやく拡夢がとても凛々しく見えて、愛佳は思わず惚れ惚れしてしまう。

　だが、拡夢が今でも愛佳に想いを寄せているとは限らない。もう十年も経っているのだから、他に付き合っている人がいたとしても不思議ではない。

（まあ、そうだとしても仕方のないことだよね……）

　切なさが込み上げてくるが、淡い期待を抱くのはやめようと心に決める。

「一つ提案なんだけど、俺と一緒に暮らすというのはどうかな？　もちろん、愛佳ちゃんさえ良ければだけど」

「え……？」

　拡夢の言葉を耳にするなり、愛佳は頬をわずかに赤くして瞠目する。

　拡夢と一緒に暮らすということは、また彼と付き合える絶好の機会である。それは愛佳にとって、喜ばしいことこの上ない。

　しかし拡夢にも生活はあるだろうし、もし同居人がいればその相手にも迷惑をかけてしまう。

「でも、私がいきなり転がり込んでも、迷惑にならない？」

　愛佳が申し訳なさそうに尋ねると、拡夢は優しく笑って「迷惑なんかじゃないよ」と言葉を返す。

「俺は君をそばで守りたいんだ。それとも、俺なんかじゃ頼りないかな？」

「あ……」

　前にも聞いたことのある台詞である。




　あれは確か一年生の時、冬休みが終わって間もない日の放課後。同じ日の当番だった図書委員の同級生が、バイト先から急きょ出てほしいと言われたとのことで休んだ。

　本当はサボるための嘘だとすぐにわかった。しかし一人での作業は全く苦ではなく、むしろ自分の時間が増えたと思えば良いと、愛佳は前向きに捉えることにした。

　返却された本を棚へ戻す作業をしているところへ、その日たまたま剣道部が休みだった拡夢がやって来て、手伝いを申し出てくれたのである。

　しかし図書委員でもない彼に、手伝いを頼むのは気が引けた。だから愛佳は「私なら大丈夫だから」と返答する。

「でも、本がそんなにたくさんあるのに、一人でやるのは大変だろう？」

　拡夢は積まれた本を指しながら言った。

　彼の言葉通り、冬休み明けということもあり、返却された本はいつもよりも多かった。

「それとも、俺なんかじゃ頼りないかな？」

「そんなことは──」

「それじゃあ、さっそく始めようか」

　拡夢はこちらが返事をする前に、本を手に取って棚に戻していった。

　作業が終わった頃には、外はすっかり暗くなっていた。愛佳は手伝ってくれた礼として、拡夢を家に上げて夕食をごちそうしたのだ。

（今思えば、拡夢君との距離が一気に縮まったのは、その日の出来事がきっかけだったかも）

　一緒に暮らせば、幸せなあの頃の時間を取り戻せるかもしれない。たとえ一時でも構わないので、拡夢のそばにいたいという気持ちが強くなった。

「それじゃあ、お世話になります」

　一体、今の拡夢がどんな想いを胸に、同棲生活を提案したのかわからない。たとえ刑事としての職務からだとしても、彼のそばにいられるならそれで満足である。

「任せておいて。何があっても、君のことは必ず守ると約束するよ」

　再会した拡夢が凛とした男性になっていたからなのか、あるいは刑事だからなのか。「必ず守る」という言葉が、愛佳には一段と頼もしく聞こえた。







　数日後、愛佳は拡夢の部屋に移り住んだ。

　彼の住むマンションは十階建てで、部屋も愛佳が暮らしていた所とは比べものにならないほど広い。

「ずいぶん立派な部屋に住んでいるんだね」

　引っ越してきた当日、愛佳はすっかり呆気に取られて部屋の中を見渡していた。

「まあ、ここの家賃……二十万近くはするから……」

「嘘!?　そんなにするの!?」

　驚きのあまり素っ頓狂な声を上げる愛佳に対し、拡夢はばつが悪そうに苦笑いを浮かべる。

　とてもじゃないが今の愛佳の月給では、家賃二十万のマンションで暮らしていくなど不可能である。

　さすがはキャリア採用のエリートといったところか。

（そういえば、拡夢君の家も相当立派だったっけ）

　交際している時に何度か遊びに行ったことがあるが、父親が警視総監というだけあって豪邸のような造りの家だったのを思い出す。

　その警視総監の息子である拡夢のことだ。家賃二十万円のマンションに部屋を借りるぐらい、容易いことなのだろう。

「家賃のことは全然気にしなくていいから、君は今まで通りの生活を送ってくれたらいいよ」

「う、うん……」

　今まで通りと言われても、同居させてもらう身で遠慮なしに生活するのは気が引ける。

　引っ越してきて早々、愛佳は気を遣うばかりであった。

「あと、通勤時のことだけど、俺が毎日君を送り迎えするから」

「いいよ、そこまでしなくても。拡夢君だって忙しいでしょうに、そこまで迷惑はかけられないよ」

　自分を心配して言ってくれているのだろうが、だからといって拡夢の負担になるようなことはしたくない。

　そんな愛佳の心情を察したのか、拡夢は安心させるように優しく微笑みかけてくる。

「この前も言ったけど、迷惑だなんて思わなくていいよ。愛佳ちゃんのために、俺がそうしたいんだ。犯人を必ず捕まえることを条件に、上にはちゃんと許可は取ってあるから。それにここ最近、帰宅途中の会社員が後ろから襲われる事件が相次いでいて、もしかしたらその犯人と同一人物かもしれないと思って。本当は潜入捜査みたいな感じで、君の会社に入って付きっきりで守りたかったけど……さすがにそこまでは認めてもらえなかったんだ……」

　一通り話し終えたところで、拡夢は不意に真摯な眼差しで愛佳を見つめた。

「何があっても必ず、愛佳ちゃんのことを守るから。だから少しでも身の危険を感じたら、時間とか気にしないですぐ俺に連絡して」

「うん、わかった」

　愛佳が大きくうなずくと、拡夢は右手の小指を差し出して、「約束だよ」と念を押す。

　彼女も拡夢に倣って、自身の小指を出して拡夢の指とそっと絡ませた。







　拡夢との同棲生活が始まってから、早くも二週間が経過しようとしていた。

　仕事から帰ってくると必ず、拡夢は愛佳に労いの言葉をかけ、美味しい夕食を用意してくれる。

　昼休みにメールでやり取りを交わしている間も、彼が常にそばにいるように感じて、愛佳の胸はいつもときめきに満ちるようになった。

　しかしその一方で、それ以上の関係に発展しないことに、ひどくもどかしさを覚える。

　拡夢がそばにいてくれるのは嬉しい。だが、もう高校生ではないのでそれだけでは満足できなかった。

　一緒にいられる時間はたっぷりあるのだから、ずっと抱き続けている想いを直接伝えればいいだけのこと。それができずにいるのは、拡夢が自分を守ってくれる理由は、刑事としての職務からではないかという疑問のせいだ。

　できれば一人の女として拡夢に守られたい。愛佳にとって、それほどまでに拡夢は特別な存在になっていた。

（だけど拡夢君にとっての私が、もし特別な存在じゃなかったら──）

　考えただけで胸が締め付けられ、切ない気持ちが込み上げてくる。

　同棲するという提案を受け入れた時は、短い間でもいいからそばにいられれば構わないと思っていた。ところがいざこうして一緒に暮らし始めると、自分以外の女性に想いを向けないでほしいと願うようになっていた。

　──もう二度と、拡夢と離れ離れになりたくない。このままずっと、そばで守っていてほしい。

　自分の素直な気持ちをちゃんと伝えたい。

　だが、拡夢の気持ちを知るのが怖くて、この二週間ずっとモヤモヤしている。

　他愛のない話ならできるのに、肝心なことだけは伝えられない。愛佳はそんな自分に苛立ちを覚え、心の澱がたまっていった。

　そうして気付けば、時刻は終業時間を迎えてチャイムが鳴った。

　今日は金曜日なので会社はノー残業デー。愛佳もすぐに帰る準備をして、会社のエントランスへ向かう。

　外に出ると雨がザーザーと降っていた。しかもかなりの降水量である。

「しまったな……」

　送り迎えをしてもらっているとはいえ、車が停めてある場所まで少し距離がある。傘を差さなければずぶ濡れになってしまう。

　天気予報で夕方から雨が降ると言っていたのに、そんな日に限って傘を忘れてきてしまった。

　──こうなったら、拡夢の元まで走っていくしかない。

　それでも濡れるのはあまり気分の良いものではない。愛佳がいつまでもためらっていると、背後から「世良さん」と声をかけられる。

　振り返ると同じ部署で働く一歳上の先輩、日くさ下かが長傘を手に立っていた。

「日下さん、お疲れ様です」

　愛佳がそう言って軽く頭を下げると、日下は人の好い笑みを浮かべて「お疲れ様」と返してくれる。

「傘がないなら入れてあげるよ。そしたらそのまま一緒にご飯でもどうかな？」

「あ、いえ──」

　大丈夫ですと返答しようとしたその時、拡夢が傘を差して走ってくる。

「お待たせ、愛佳ちゃん」

　拡夢が愛佳の名を呼ぶのを見て、日下は途端にばつが悪そうに苦笑する。

「ごめん、邪魔しちゃったみたいだね。それじゃあ、僕はここで失礼させてもらうよ」

　言い終えると同時に日下は、そそくさとその場から去って行った。

「それじゃあ、俺達も帰ろうか」

「うん」

　愛佳が差し出された傘の中に入ると、拡夢は唐突に肩を抱き寄せてくる。

「ちょっと、拡夢君!?」

　こんな人目が付く場所で、体が密着するほど抱き寄せられて、愛佳はたまらずドキドキしてしまう。

　周りの目が気になって振り返ると、日下が遠くからこちらを見ているのが目に入った。

　車に乗り込み、エンジンをかけて発進させたところで、拡夢は思い出した様子で話しかけてくる。

「ところで、さっきの人は？」

「同じ部署で働いてる先輩の日下さん」

「下の名前は？」

　拡夢は立て続けに、ぶっきらぼうな口調で尋ねる。

「太た一いちだけど……って、拡夢君まさか……日下さんを疑っているの？」

　名前を言ってから、愛佳は怪訝な面持ちを浮かべて訊き返した。

「人を疑うのが、刑事の仕事みたいなもんだからね。愛佳ちゃんは嫌かもしれないけど、念のため彼のことも調べるつもりだよ」

「でも、日下さんは良い人だよ」

　今の会社に転職してから、日下は何かと気にかけてくれた。

　彼は他の社員にも優しくて親切で、上司や同僚からもとても慕われている。

　独身だが女遊びが派手だという噂はなく、むしろ良い評判しか聞いたことがなかった。そんな人が犯罪に手を染めるとは到底思えない。

「俺が過去に捜査した事件でも、犯人像とは程遠い人間が犯人だったなんてことは、何度かあったよ。だから君には悪いけど、俺はあの日下という人のことは、そう簡単に信用できない」

　拡夢らしくない冷たい口調で言うと、それっきり何も話さずに運転を続けた。

　今の彼がどことなく不機嫌なのが伝わってくる。愛佳にはその理由がまるでわからず、首を傾げるばかりである。

　気まずい雰囲気のまま、二人はマンションへと帰ってきた。

　部屋に入ってからも、拡夢とはほとんど口を利くこともなく、夕食も黙々と口に運ぶ。

　普段であれば、この料理が美味しいねなどと、笑顔で話しているところである。しかし今日は、とてもそんな和やかな気分にはなれない。

　重苦しい夕食を終えて風呂に入った後も、愛佳はずっと悶々とした気持ちを抱えていた。

　とてもじゃないが、このまま大人しく眠れそうにない。

（拡夢君もまだ起きているみたいだし、せっかくだから話をしてみようかな）

　ただ、先程の夕食が何とも気まずいものだったので、拡夢がこちらの話に耳を傾けてくれるかはわからない。それでも、彼の想いを知らないままでいるのも嫌だったので、今ここできちんと確かめておこうと思った。

　拡夢の部屋の前まで来ると、愛佳は遠慮がちに扉をノックする。

「どうぞ」

　中から返事が返ってきたのを確認し、愛佳は部屋に入って拡夢の向かいに座り話を切り出す。

「拡夢君、ちょっと聞きたいことがあるんだけど、いいかな？」

「どうしたんだい？　そんな急に改まっちゃって」

　拒否されることも覚悟していたが、拡夢は意外にも優しい面持ちで耳を傾けてくれた。

　愛佳はそのことに安堵しつつ、おずおずと胸に抱く疑問を口にする。

「拡夢君がこうして私を守ってくれるのは、ただ単に私を心配しているから？　それとも、刑事としての職務からなの？」

　まるで問い詰めるような言葉遣いになってしまった。我ながら、もう少し上手い訊き方ができないものかと呆れてしまう。

　すると拡夢は突然、愛佳のそばまで近づいてきて、何も言わずにギュッと抱きしめてくる。

「あ……」

　こんな風に抱きしめられたのは初めてで、愛佳の鼓動は瞬く間に加速し体も熱く火照っていく。

「それは君のことが誰よりも好きだからだよ、愛佳ちゃん。いや、愛佳」

　耳元でそうささやく声は、今まで聞いたことがないほど熱っぽく、そして色気を孕んでいる。

　拡夢のその声音に酔わされたように、愛佳は陶然と聞き惚れてしまっていた。そして何より「誰よりも好きだから」という言葉が、愛佳の心に強く響き渡る。

「ごめんな、愛佳。ずっと君だけが好きだったのに、刑事になるのを言い訳に君の元を離れてしまって。俺はそのことを後悔しない日は一度もなかった。離れてからも、何度か連絡を取ろうとしたけど、もし君の隣に別の男がいたらと考えたら、途端に怖くなってしまって……。俺って情けないよな……」

　自嘲気味に笑う拡夢に、愛佳は首を横に振って「そんなことないよ」と言葉を返した。

「私も、拡夢君に新しい彼女ができているんじゃないかって、何度も考えたことあるよ。そのたびに胸が締め付けられて、切なくなって……。一度は忘れようと思ったこともあるけど、やっぱり拡夢君のことだけは忘れられなかった」

「俺だけじゃなかったんだな」

　愛佳の話を聞いて、拡夢は安心したようにつぶやくと、途端にばつが悪そうに目を泳がせる。

「実はさ、君が会社の前で日下と話しているのを見た時、すごい嫉妬心が芽生えたんだ。奴に気があるんじゃないかと勘繰ったりもしたよ」

「もしかして、機嫌が悪かったのはそのせい？」

　愛佳がおずおずと尋ねると、拡夢は途端にぶっきらぼうに「まあ、そんなところかな……」とうなずく。

　どうやら彼はまだ、日下に対して対抗意識を抱いているらしい。今後は日下に関する話題は一切避けようと、愛佳は強く心に決める。

「愛佳を見ていた時の日下は、明らかに好意を抱いている眼差しだったからね。たとえ嫌な人間だと思われてもいいから、君との仲を引き裂いてやろうと本気で考えたよ」

「心配しないで。私が好きなのは、今までもこれからも拡夢君だけだから」

「愛佳……！」

　拡夢は感極まった様子で名前をつぶやくと、もう離さないとばかりに愛佳の体を強く抱きしめた。

「俺、もう絶対に愛佳を離さない。何があっても君を守り抜いて、ずっと愛し続けるから」

「拡夢君……」

　拡夢の愛の言葉が、今まで聞いたどんな言葉よりも嬉しくて、愛佳はすかさず彼を抱き返した。

　それから目が合うなり、二人はどちらからともなくそっと唇を重ねる。

「ん……んっ……」

　離れていた間も、互いを想い愛していたことを確かめるように、何度も口づけを交わして舌を優しく絡ませ合う。

　口内を味わうように舐られ、やんわりと吸われるたびに、体の芯がジンと痺れて胸が高鳴る。

　この日が訪れるのを待ち望んでいた。拡夢に優しく抱きしめられ、心を絆されるようなキスをされることを──。そして今ようやく、ずっと抱き続けてきた愛佳の願いが叶ったのだ。

　想いが通じ合った歓びを、そしてもう二度と離れたくないという気持ちを伝えるように、愛佳は拡夢の体を強く抱きしめる。

　すると拡夢も愛佳を再び強く抱き返し、一段と深く口づけてくる。

　息継ぎができないほど唇を塞がれ、頭が少しだけクラクラする。しかし、今はその感覚も心地良くて、愛佳はキスをしながら陶酔感に浸った。

　甘い口づけが終わったところで、拡夢は優しくもどこか悲しげな笑顔を浮かべる。

「ありがとう、愛佳。こんな俺を許してくれて。君に恨まれても、仕方のないことをしてしまったのに……」

「恨んだりなんかいないよ。離れていた間も、拡夢君が私を好きでいてくれただけで、充分嬉しいから。あ、でもやっぱりそれだけじゃ物足りないかな。私は拡夢君と今以上の関係を築きたい」

　愛佳は頬をほんのり赤く染めて、胸に生じた想いを素直に打ち明けた。

　すると拡夢も相好を崩して、「俺もだよ、愛佳」と甘い声音でささやく。

「愛佳の全てが欲しい。俺だけのものにしたいんだ」

　拡夢の強い想いが込められた言葉に、愛佳は一段と胸が高鳴り体の芯も熱くなる。

「じゃあ、私の全てを……拡夢君にあげます……」

　愛佳はたどたどしい口調で言葉を返した。

（もうちょっと、ロマンティックな言い回しをしたかったな……）

　恥ずかしいことこの上ない。愛佳は顔を真っ赤にしてうろたえてしまう。

　だが、拡夢はそんな彼女を笑ったりせず、優しい眼差しで見つめていた。

「離れていた分、じっくり時間をかけて君を愛するよ」

　心地良い声音でささやかれた直後、やんわりとした口づけが落とされた。







　ベッドの上に押し倒されると、拡夢の手によってパジャマのボタンを外されていった。

　自身の肌が少しずつ晒されていく様子を、愛佳は頬を上気させてじっと眺める。

　期待と恥ずかしさが交互に押し寄せてきて、心臓がいつになく早鐘を打っていた。

　続いて下着もゆっくり脱がされ、愛佳はついに一糸まとわぬ姿となる。

「とても綺麗だよ、愛佳……」

　拡夢は露わになった愛佳の裸を見つめて陶然とつぶやく。

　大きく膨らんだ胸から、淡い茂で覆われた秘部まで隈なく眺められ、羞恥心が一段と込み上げてくる。

「ひ、拡夢君……。そんなにじっと見つめられると、すごく恥ずかしいよ……」

　愛佳は顔を真っ赤にして胸元を隠そうとするが、拡夢がそれを許さないとばかりに腕を掴んで阻む。

「俺は今、愛佳の裸を見てかわいがっているんだ。だから隠すなんて駄目だよ」

　拡夢は悪戯っぽくささやいて、愛佳の頬にチュッと軽くキスをした。

　こんな風に拡夢にからかわれるのは初めてで、愛佳は戸惑いを隠せず困惑するばかりである。

（拡夢君、まだ嫉妬してるのかな？）

　そんな疑問が愛佳の脳裏をよぎったところで、拡夢はおもむろに手を伸ばして乳房を揉み始める。

「ん……あぁぁ……」

　触れられた瞬間、肌がふつふつと粟立つような感覚が込み上げてきて、愛佳の口からあえかな嬌声が漏れ出た。

（やだっ……！　私ったら、こんな恥ずかしい声を──！）

　恥ずかしさから体が急激に熱くなる。心臓もバクバクと音を立てて、いつになく早鐘を打っていた。

　そんな愛佳の心情などお構いなしに、拡夢は熱心に豊満な乳房を揉みしだいていく。

　胸を弄る手つきや視線は、決して淫猥なものなどではなく、むしろ愛おしむようなものであった。

　時折頭の中で思い浮かべていた妄想よりも、ずっと気持ち良くてたまらない。このままずっと、こうして拡夢に触れられていたいと思ってしまうほどである。

　愛佳の胸をじっくりと堪能しながら、拡夢は感極まった様子でため息をつく。

「愛佳の体、まだ誰にも穢されてなくて良かった。秘められた部分もね」

「ああン……！」

　胸を弄られながら首も舐られ、くすぐったさから愛佳の体はビクンと跳ね上がる。

「ふふっ、かわいい声だね。もっと聞かせて」

　拡夢は艶っぽい笑みを見せると、胸の先端で淡く色づく乳首も転がしていった。

「ン……は……あぁ……」

　愛佳は頬を上気させて甘切ない声音で喘いだ。

　優しく触れられているだけなのに、甘い刺激が強い快感となってたちまち全身に広がっていく。体は一段と熱く疼き、更なる悦楽を求めていた。

　愛佳が恍惚の面持ちを浮かべていると、拡夢はからかうように小さく笑う。

「ふふっ、気持ちよさそうな顔してるね」

「もう、いちいち言わないでよ。恥ずかしいじゃない……」

「いいだろう。俺はもっと、愛佳を気持ちよく蕩けさせたいんだから」

　拡夢は甘い声音でそっとささやくと、指の腹で乳首をクリクリと捏ね回していく。

「あぁぁあ……」

　痺れを伴った快感が全身を駆け抜け、愛佳の嬌声に甘さと色気が増した。

　魅惑的な声色に欲情を掻き立てられたのか、拡夢は胸の頂を直接口に含んで舐る。

「あ……ン！」

　愛佳は一際甲高い嬌声を上げ、体をビクンと大きく震わせた。

　乳輪全体にねっとりと舌を這わされたかと思うと、やんわりと吸われたり甘嚙みされたりする。

　絶え間なく与えられる刺激によって、愛佳の体はより一層疼きを増していき、劣情も大きく膨れ上がる。

　羞恥心は未だに残っているものの、それ以上に拡夢に抱かれる悦びに満ち溢れていた。

　胸の先端を這う舌の動きと、優しく擦り上げる指戯の動き。どちらの感触も心地よくて、愛佳は淫らに喘ぎながら何度も身悶えた。

　快楽が体中に広がるにつれて、下腹部の奥がジンと熱く疼き、足の間も蜜で濡れ始めていた。その状態が何だかひどくもどかしくて、愛佳はもじもじと太腿を擦り合わせる。

　そんな愛佳の心情を知ってか知らずか、拡夢は指先と舌で熱心に二つの乳首を愛撫し続けていた。

「ん……あぁ……」

　乳頭と同じように、秘められた部分もたっぷり弄って、気持ち良くしてほしい。

　しかし、いくら相手が拡夢といえど、初めてでふしだらな願望を口にするのはためらわれた。

　弄られたいけど恥ずかしくて言えない──そんなジレンマに悩まされ、愛佳はますます切ない気持ちに苛まれる。

（でも、拡夢君の前では素直な自分でいたい……）

　その想いが強く込み上げてきて、愛佳は恥じらいつつもおずおずと声をかけた。

「あの、拡夢……君……」

　その直後、拡夢はすぐに愛撫をやめて顔を上げてくれる。

「どうしたの？　愛佳」

「ううん、やっぱり……何でもない……」

　拡夢と目が合った途端、いやらしい女だと引かれ嫌われたらどうしようと怖くなり、愛佳はつい首を横に振ってしまう。

　すると拡夢は、小さくため息をついて優しい笑みを向けてきた。

「何だよ、俺に何かしてほしいんだろう？　遠慮しないで素直に言いなよ」

「でも、言っても私のこと……軽蔑したり嫌ったりしない？」

「そんなことするわけないだろう。俺はずっと愛佳一筋なんだから。だからどんな君でも大好きだよ」

　拡夢のひたむきな眼差しと誠実な言葉から、彼が本当に自分を嫌うことなどないと判断し、愛佳は意を決して望みを口にする。

「その……下もいっぱい触って、気持ちよくしてほしいの……」

　愛佳が言い終えると同時に、拡夢は嬉々とした様子で目を輝かせた。

「そうやって俺におねだりしてくれて嬉しいよ」

　その喜びを表現するかのように、彼は愛佳の顔にキスの雨を降らせていく。

「ん……」

　顔に触れる唇の感触も気持ちよく、愛佳は短く喘いで体をビクンと震わせる。

　拡夢は口づけを繰り返しながら、彼女の体のラインをなぞるように撫で回し、太腿へと滑らせていった。

　触れられたいのは本当なのに、いざ秘められた部分を暴かれるとなると、羞恥心がどっと込み上げてドキドキしてしまう。

　恥ずかしげに目を潤ませる愛佳を尻目に、拡夢は割れ目をそっと撫でて指先で割り開いた。

「あ……っ！」

　小さな花芽を探り当てられた瞬間、愛佳は一段と艶めいた声を上げて背を仰け反らせた。

「すごく濡れてる」

　拡夢はそれを知らしめるように、クチュクチュと音を立てながら蜜口を掻き乱していく。

「んっ……あぁ……あ……」

　優しくも弄うような愛撫に、体の芯が震えて甘い嬌声が絶えず漏れ出てしまう。

　気持ち良さから下肢がビクンと引き攣り、濃厚な淫蜜がトロリと溢れてくる。

　拡夢は指先で蜜をすくうと、それを淫芽に塗りつけて擦り上げていった。

「や……あぁぁあ……！」

　小さな突起をくすぐられ、快感が広がると共に下肢に甘い疼きが生じる。初めて味わう強い刺激に、愛佳はたまらず悲鳴に似た声を上げて戦慄いた。

　敏感な花芽を指先で突かれ、腹でクリクリと優しく擦り付けられる。巧みな指戯に愛佳の体は疼きを増し、気分もより一層高揚して胸を高鳴らせていった。

　頬を紅潮させて陶然となっていると、拡夢は欲望に満ちた眼差しを向けてくる。

「愛佳のその顔、すごくかわいい。ますますそそられてしまう」

　彼は色気を含んだ声音でささやくと、指を動かす速度を上げて攻め立てていく。

「あ……あぁぁぁぁあっ！」

　次の瞬間、壮絶な快楽が稲妻のように全身を駆け抜け、愛佳は甲高い声を上げて仰け反る。

「ここが一番、反応がいいね」

　拡夢は至極愉しそうに笑いながら、膨らんだ雌核を執拗に擦り上げた。

　指の腹で繰り返しなぶられ、淫核はみるみるうちに膨らみを増して痙攣する。膣口も嬉しそうにヒクヒクと戦慄き、指を締め付けて新たな蜜を迸らせていた。

「俺の指をこんなに締め付けて、よっぽど気持ち良くてたまらないんだね」

　拡夢はからかいめいた口調でささやきながら、指で更に秘裂を広げてほぐすように撹拌していく。

「あン！　あ、あぁあ……あぁぁぁあっ！」

　苛烈な愛撫が絶え間なく続き、愛佳は喜悦の涙を流して激しく身悶えた。

　鋭敏な部分を執拗かつ濃厚になぶられ、下肢の中心の疼きは一段と強くなり、全身の快感も大きく広がる。

　拡夢は恥裂をほぐしながら、充血した淫芽を更に擦り付けていく。

「あ、は……ぁぁぁあン！」

　苛烈な快感が生じるたびに、愛佳は甲高い嬌声で啼いてビクビクと体を震わせる。

　愛する人が与えてくれる快楽は、この上なく気持ち良くて最高のものであった。この感覚をもっと味わいたくて、愛佳の身も心も貪欲に拡夢の愛撫を求めた。

「ん……あ、拡夢……君……」

　愛佳が喘ぎ混じりの甘い声で呼びかけると、拡夢は優しい微笑みを向けてくる。

「もしかして、イキたいの？」

　耳元をくすぐるように問いかけられ、愛佳は頬を上気させながら何度もコクコクとうなずく。

　その様子を見た拡夢は、クスッと小さく笑ってから指戯の速度を更に上げた。

「あぁぁあっ！　あっ、あっ、あぁぁぁ！」

　快感から肌がふつふつと粟立ち、体中が熱く火照って疼きが増していく。愛佳は喜悦の悲鳴を上げて、秘花をなぶる指を強く締め付けた。

「愛佳、いいよ。もっと、君の乱れる姿を見せて」

　拡夢は陶然とつぶやきながら、再び胸の頂をなぶり始める。

「や……あぁぁぁあ……！」

　乳首と秘所を絶え間なく攻められ、全身に広がる快感がより一層大きくなっていくのがわかる。

　愛佳は気持ち良さそうに表情を蕩けさせ、何度も体を仰け反らせて歓喜の悲鳴を上げた。

　やがて大きな熱の塊が、体の奥から込み上げてくるような感覚が生じた。それだけで自分がイキそうなのだとわかり、愛佳はその瞬間が訪れるのをじっと待つ。

　下肢の中心の疼きが一段と強まると同時に、快楽が大きく弾けて電流のように突き抜けていった。

「ン……あぁぁあああッ！」

　愛佳は涙を流して絶叫し、ビクンビクンと何度も繰り返し戦慄いた。

　絶頂を迎えて恍惚の面持ちを浮かべる愛佳に、拡夢はふんわりと微笑みかけてくる。

「すごく満足そうな顔してるね。だけど、これで終わりじゃないよ」

　そう言うと彼はおもむろに衣類を脱ぎ捨てていく。

　細身ながらも筋肉のついた、均整の取れた体つき。愛する人の裸体を、愛佳は陶然と見入っていた。

　局部にある男の象徴を目にした瞬間、彼女は驚きからたまらず息を吞む。

　すでに屹立した雄茎は、かなりの大きさと長さを有している。果たして自身の体に入るのかと、考えずにはいられなかった。

　愛佳の不安を感じ取ったのか、拡夢は優しい眼差しを向けながら髪をそっと撫でる。

「大丈夫、愛佳のことは絶対に傷つけないから」

　その言葉を聞いた途端、不安が一気に和らいで緊張もほぐれる。

　それから拡夢は剛直に薄膜を着け、濡れそぼった蜜口にそっと宛がった。

「あぁン」

　亀頭が触れた瞬間、快感が背筋を駆け抜けて思わず甘い声を出してしまう。

「今の声も、色っぽくてたまらないな。もっと鳴かせたくなる」

　拡夢はからかいめいた笑みを見せ、丸い先端を何度も花芯に擦り付けていく。

「あっ、や……ン！　あぁぁぁあっ！」

　絶頂を迎えた直後で再びなぶられたことで、淫芽も蜜口もすぐさまビクビクと震えて熱く疼いた。愛佳は瞳を潤ませながら、甘切ない声を上げて淫らに喘ぐ。

　しばらく秘花を擦り付けてから、拡夢はようやく腰を進めて挿入を開始した。

「ン……んあぁぁあ……ッ！」

　初めて押し広げられる痛みに、愛佳は悲鳴を上げて喉を反らせる。

　その直後、拡夢は愛佳の体を抱きしめて、優しい口づけを落としてくれる。それだけで体の緊張がほぐれ、痛みもいくらか軽減された気がした。

「辛かったら、俺にしがみついてくれて構わないから」

　拡夢にそっとささやかれ、愛佳はこくりと小さくうなずく。

　その直後、彼は止めていた挿入を再開した。

「ん……ぁあ……」

　愛佳はぽろぽろと涙を流して拡夢に強くしがみつく。

　少し入れては止まり、また押し進めていく。そして合間にキスや愛撫で、愛佳の痛みを紛らわせてくれた。

　愛佳を気遣うような優しい挿入。自分を大切にしてくれる拡夢の性格が伝わり、愛佳は胸を高鳴らせて表情を綻ばせた。

　時間をかけて押し広げられ、硬い切っ先はようやく最奥へ到達する。

「よく頑張ったね、愛佳」

　拡夢はねぎらいの言葉をかけると、優しい口づけを落としてくれる。

「ん……」

　唇が重なった瞬間、胸の奥から甘い陶酔に似た感覚が生じ、全身にじんわりと広がっていく。

　口づけを終えた後も、拡夢はしばらく動かず愛佳を見つめていた。

「どうしてだろう？　今の愛佳はすごく綺麗に見えるよ」

「それはきっと、拡夢君のおかげだと思う。女は幸せを感じると、綺麗になるって言うでしょう？　私は今、拡夢君と身も心も一つになれて、とても幸せだから」

「君にそう思ってもらえるなんて、恋人としてすごく光栄だよ」

　拡夢は嬉しそうに目を細め、愛佳のさらさらした黒髪や頬を撫でる。

　愛が込められた手つきに、彼女はたちまち絆され胸の高鳴りが増していく。

「そろそろ動いていい？」

　もう慣れたと判断しつつも、拡夢はこちらを気遣うように問いかけた。

「もちろん」

　愛佳がそううなずくと、彼は安堵した様子で表情を和らげた。それからゆっくりと腰を動かして、子宮口を優しく突いてくる。

「あ……ぁぁあん……」

　中を撹拌される衝撃に、愛佳はたまらず戦慄いて声を上げる。

　その刹那、拡夢はすぐさま抽送をやめて、心配そうに愛佳の顔を覗き込む。

「もしかして、どこか痛かった？」

　どうやら愛佳を傷つけてしまったと勘違いしたらしい。

「ううん、もう痛くはないから大丈夫だよ。だからこのまま続けて」

「わかった。だけど、本当に痛かったらちゃんと言うんだよ」

「うん」

　愛佳がうなずくのを確認すると、拡夢はゆるゆると腰を動かして抽送を再開する。

「ん……は、あぁぁぁ……」

　淫襞を擦られた瞬間、気持ち良さから肌がゾクゾクと粟立つ。

　愛佳はうっとりと頬を上気させて、喉を大きく仰け反らせた。

　拡夢と身も心も一つになり、熱く猛ったもので隘路を擦り上げられる。愛佳にとってとても尊い瞬間で、幸せから胸が一段と高鳴りを増していく。

　拡夢の体温や鼓動、猛ったものの感覚が愛しくてたまらない。それらをもっと強く感じていたくて、愛佳は最愛の人の体をぎゅっと抱きしめた。

「ン……愛佳……」

　その直後、拡夢は愛佳の名前を愛しげに呼び、グチュグチュと肉茎を突き動かしてくる。

「あっ、ああぁぁぁ……！」

　気持ちよく隘路を擦られ、愛佳は頬を上気させて喉を反らせた。

　硬い切っ先が最奥に押しつけられるたびに、苛烈な快感が絶え間なく全身を駆け抜ける。花唇全体は歓喜に震えるように収縮し、結合部から新たな官能の雫を滴らせた。

「は……ぁ……はぁ……っ！」

　律動を繰り返すごとに拡夢の息遣いが少しずつ荒くなり、埋め込まれた雄肉の熱も上昇するのを感じる。端正な顔からは余裕の表情が消え失せ、双眸も欲望の色に満たされていた。

　拡夢も同じように快感を得ているのだとわかり、愛佳は嬉しさから感極まって彼の体に足を絡める。

　その弾みで蜜壷が締まり、男根は締め付けられてより硬く隆起する。

「う……っ……！」

　拡夢は苦しそうに呻くと、愛佳の細い腰を掴んで律動の速度を上げた。

「あぁぁあぁン！」

　翻弄するように蜜壷を撹拌され、背筋がゾクゾクと震えるほどの強い疼きが生じる。愛佳は激しく身悶えて歓喜の嬌声で啼いた。

　最奥を穿たれ、媚肉を擦られて、快感が絶え間なく襲ってくる。

　悦楽のあまり愛佳が喉を反らせると、拡夢はすかさず口づけを落とす。

「あん……っ！」

　柔らかい唇の感触にも快感を覚え、愛佳は甘切ない声を上げて体を波打たせた。

　拡夢はそのまま、愛佳の首から胸の谷間にかけて舌を這わせ、色づいた乳首を再び口に含んだ。

「あぁぁあぁっ！　あぁぁああン！」

　胸の頂を舐られ、中を撹拌されて、全身がより一層熱く火照って疼きも強くなる。続いて体の奥から、熱い塊が込み上げてくる気配を感じて、愛佳はイキそうなのだと認識する。

　一刻も早くその瞬間を迎えたくて、拡夢を誘い込むようにより強く抱きしめた。

「ンッ……！　愛佳……ッ！」

　拡夢が短く喘いだ直後、剛直は脈動を開始して欲望の白濁を迸らせる。

「あっ、ああああぁあっ！」

　愛佳もすぐさま絶頂に達し、一際大きく体を反らせて歓喜に戦慄いた。

　薄膜越しに感じる熱い奔流。愛する人と初めて迎える絶頂を、愛佳は恍惚の面持ちで感じ入っていた。

　体の痙攣が止まったところで、拡夢がいたわるように優しく抱きとめてくれる。

「大丈夫？　辛いところはない？」

　そう問いかけてくる声が、いつになく心地良く脳に響き渡った。

「うん、大丈夫」

　愛佳が笑顔で答えると、拡夢は安堵した様子で相好を崩す。

「大好きだよ、愛佳。君のことは俺が必ず守るから」

　拡夢は改まって愛の言葉を告げると、愛佳の小さな唇にそっと口づけした。

「ん……」

　重ね合うだけの優しいキスと、全身に伝わる拡夢のぬくもりに、愛佳の心はたちまち絆されていく。

（こんなにも穏やかで優しい感覚に包まれたの、久しぶりかも……）

　体も心も満たされ、幸せでいっぱいになった愛佳は、拡夢の腕の中で深い眠りに落ちた。







　愛佳を抱いてからだいぶ時間が過ぎたが、拡夢の心は未だに高揚感に満ちていた。

　高校時代からずっと想いを寄せていた相手を、今夜この手で触れて身も心も手に入れられた歓び。

　──こんなに胸がときめいたのは久しぶりかもしれない。

　拡夢はベッドに横たわる愛佳に目を向け、慈しむような手つきで艶のある長い髪や頬、そして白い胸元を撫でていく。

　初めて愛佳を目にした時、胸が大きく高鳴ったのを今でもはっきり覚えている。

　愛らしくも知的な顔立ち、背中まで伸ばされた黒髪、そして守ってあげたくなるようなほっそりとした体つき。

　もちろん容姿だけで愛佳を好きになったわけではない。内に秘められた芯の強さや、自分らしく生きたいという考え方に、拡夢は強く心惹かれたのである。

　愛佳と一緒に過ごす時間が、本当に楽しくて仕方がなかった。高校を卒業して大人になってからも、ずっと彼女といたいと強く願っていたほどだ。

　だが、高校最後の剣道大会で負けたあの日、拡夢の幸せは漠然としたものだったことに気付いた。

　対戦相手から「君からは本気を感じられない」となじられ、部活の仲間からも「お前が女にうつつを抜かしているせいだ」とも責められた。

　冷たい言葉の数々にひどく打ちのめされたが、同時に彼らの言葉にも一理あると納得していた。

　将来のことなど特に何も考えず、ただ愛佳と一緒にいられればそれで良いと、中途半端な考えを抱いていたのだ。

　愛佳のそばにいるためには、彼女を守る強い男になる──そうして拡夢は警察官になるべく、その夢に向けて突き進む決意をした。

　また、その時の自分は愛佳の隣に立つにふさわしくないと感じ、大学進学と共に愛佳の元を去った。

　だが、程なくして拡夢は愛佳と別れたことを後悔した。

　それから幾度となく、よりを戻すべく連絡を取ろうと考えた。しかし、愛佳が別の男と付き合っている場面を想像し、だんだんその勇気がなくなってしまった。

　そうして大学卒業と同時に警察大学校に入り、念願の警察官になったものの、この十年がひどく虚しいものに感じられた。

（やっぱり俺には愛佳がいないと駄目なんだ……）

　そう痛感した拡夢の中で、愛佳に会いたい気持ちが日に日に増していった。

　自身のそんな強い願いが叶って、先日ついに愛佳と再会することができた。

　もっとも、あんな緊迫した状況でなければ、彼女との再会をもっと喜びたかったところだが。

　十年ぶりの愛佳は、以前にも増して綺麗になっていた。

　彼女が何者かにつけられていると聞いて、そばに置いて守ってあげたいと思い、一緒に暮らそうと提案した。

　しかし、同棲生活を持ちかけた一番の理由は、彼女をそばに置いて距離を縮めたかったからである。

　そして今夜、互いの気持ちがずっと変わっていなかったことを確かめ、愛佳と体を重ねた。

　ずっと好きだった相手を抱いたことはもちろん、穢れのない美しい体に触れられることができて、拡夢の心はこの上ない幸せに満ち溢れている。

　だが、本心ではもっと愛佳に触れたくてたまらなかった。

　もっと気持ちよくしてほしいとおねだりされた時、あまりの愛らしさに理性が蕩けてたがが外れてしまいそうになった。

　今夜はどうにか抑えられたものの、この先何度も体を重ねるごとに理性を保っていられる自信がない。

　そんなことを考えているうちに、愛佳に触れたいという気持ちがますます抑えられなくなり、拡夢は静かに眠る彼女の体を抱きしめた。

「あぁ、愛佳……」

　規則正しい吐息や体のぬくもり、そして肌の柔らかさに至るまで、何もかもが愛おしくてたまらない。

（愛佳を守るのはもちろん、気持ちよくイカせるのも、全部俺の役目だ）

　離れていた分も含めて、愛佳には限りない愛と幸せをあげるつもりである。

　強い想いを胸に秘めて、拡夢は愛佳の頬にそっとキスを落とした。







第二章 ～愛は深く濃密に～








　拡夢との同棲生活は、甘く幸せに満ち溢れていた。

　一人暮らしをしていた時期とは一転し、愛佳の毎日は彩りのあるものになっていた。

　高校時代からの親友に、拡夢と再会し同棲生活を始めたことや、彼と毎日一緒にいられて幸せであることを伝えた。

　すると彼女は自分のことのように喜び、今度時間が空いた時にでも三人で食事をしようと言ってくれた。愛佳はその日を楽しみにしながら、拡夢との充実した甘い日々を送っている。

　しかしその一方で、二人の幸せに水を差すように、毎日嫌がらせの手紙が続いている。

　初めて体を重ねてから一週間後。ストーカーと思しき相手から、愛佳と拡夢が仲睦まじくデートしている姿を撮った写真が送られてきたのだ。

　最初のうちは、写真が数枚入っていただけ。それが途中から、恨み言を込めて書かれた手紙も同封されるようになった。

「あなたをずっと見ている」「どこにいてもずっとあなただけを見ている」「どうして自分を愛してくれない？」「こんなにもあなたを想っているのに」など。

　短い一言から、愛佳に対する歪んだ愛が、ありありと伝わってくる。

　そして昨日の手紙には、拡夢への恨みつらみを綴った言葉が書かれていた。

　拡夢がそばで守ってくれているとはいえ、得体の知れない相手からの手紙はやはり怖い。

　自分が狙われているのはもちろん不安だが、それ以上に拡夢の身に危険が及ぶのではないかと気が気でない。

「俺のことは心配いらないよ。毎日欠かさずに鍛錬してるし、警察学校でもちゃんと護身術を学んだからさ」

　愛佳が胸に抱く不安を打ち明けると、拡夢は何でもないとばかりに笑ってそう話した。

　確かに拡夢は高校時代から剣道が強く、先日行われた大会でも優勝したほどの実力者である。

　だが、どんなに強い人でも呆気なく命を落としてしまう。何年か前に刑事が殉職したニュースを見たので、警察という職業がいかに死と隣り合わせか愛佳にも想像がつく。

　表情から愛佳の考えていることを察知したのか、拡夢は努めて明るい口調で話題を変えた。

「それより、来週は愛佳の誕生日だろう？」

「拡夢君、私の誕生日……覚えていてくれたの？」

　今日まで誕生日の話題が出なかったので、てっきり忘れられていると思っていた。

　驚きと喜びを露わにする愛佳に、拡夢は屈託のない笑顔で「当たり前だろう」と返答する。

「好きな人の誕生日を忘れる筈ないじゃないか。離れている間も俺は毎年、君の誕生日を祝っていたんだよ」

「そうだったんだ。ありがとう、拡夢君」

　愛佳が思っていた以上に、拡夢は一途に愛してくれていたということを、改めて認識させられた。

　感極まった愛佳は、頬を上気させて表情を綻ばせる。

　そんな彼女に、拡夢は更に嬉しい提案をしてくれる。

「それで、せっかくだから有給でも取って、どこかへ出かけるのはどうかな？　夜はちょっと贅沢して、良い店で食事をしてさ」

「それ、すごく良い考えだね」

　姿を現さないストーカーの恐怖に怯え、精神的に参っていたところである。だから日常から離れてリフレッシュしたいと思っていた。

　拡夢もきっと、愛佳の心情を察してこの提案をしてくれたに違いない。

「ありがとう、拡夢君。私のために色々と考えてくれて。私、あの手紙が送られてきてから怖くて、全然気が休まらなくて……。だから誕生日ぐらいは、嫌なこと全部忘れて思い切り楽しもうね」

「ああ、俺が最高の思い出にしてあげるよ」

「ふふっ、すごく嬉しい。拡夢君、大好き！」

　言葉の端々から拡夢の愛情や誠意が伝わってきて、愛佳は満面の笑みを湛えて彼に強く抱きついた。







　今日は久しぶりに、愛佳の心からの笑顔を見ることができた。

　ストーカーから写真が送られてきてから、愛佳が精神的に参っているのが伝わってきた。

　気丈な彼女のことだから、こちらに心配をかけまいとそれを口にすることはない。しかし、ずっとそばで見てきた拡夢にはすぐにわかる。

　だから一時でも、嫌なことを忘れさせてあげようと、愛佳の誕生日に出かけることを提案した。

　愛佳にとって、自分が出した提案はとても嬉しかったのだろう。彼女は満面の笑みを浮かべて提案を受け入れてくれた。

　思っていた以上に喜んでもらえたのはもちろん、あんなにまばゆい愛佳の笑顔を見られたことに、拡夢も心の底から嬉しく思っている。

　先程約束した通り、愛佳のために最高の思い出をプレゼントしなければ。

　しかし、愛佳をつけ狙う卑劣なストーカーを捕まえない限り、彼女に本当の安らぎは訪れない。

　今日も犯人につながる収穫はゼロ。マンションの郵便受けにカメラを仕掛けたり、送迎の際に怪しい人間がいないか徹底的に調べたりしているが、全く姿が捉えられず仕舞いである。

　手紙から何か手がかりが出ないか調べているが、手袋でも嵌めているのか指紋は一切なく消印も全てバラバラ。居場所を特定されないために、毎回投函するポストを変えているらしい。

　恐らくこちらが思っている以上に、狡猾で用心深い相手に違いない。

　最も怪しい人物は、かつて愛佳にしつこく交際を迫ってきた武藤という男。犯人だという証拠はまだないが、犯人像に一番近い人物である。

　拡夢は周辺の聞き込みをする傍ら、武藤に関する情報も集めていた。

　居場所を悟られないようにしているのか、奴は巧妙に行方をくらましている。

　以前、愛佳が勤めていた会社に行ってみたが、武藤もすでに退職しておりその後のことは知らないという。実家や近しい間柄の人間にも聞き込みをしたが、返ってきた答えはしばらく会っていないの一言のみ。

　念のため元妻にも会いに行ったが、武藤のことは話題にするのも嫌だとつっけんどんに追い返された。

　ここまでなかなか居場所が掴めないのだから、武藤が犯人である可能性は高い。

　向こうは愛佳がどこへ行こうとずっと見ていると宣言してきた。だから拡夢も同じように、犯人がどこの誰だろうと必ず見つけ出して逮捕すると、強く心に誓っていた。

（お前のことは俺が必ず捕まえる。そして、愛佳を苦しめた罪をしっかり償わせてやる！）

　今この瞬間も、どこかで見ているであろうストーカーに向けて、拡夢は強く静かに宣言した。







　誕生日の朝。目を覚ました愛佳がリビングへ行くと、拡夢はすでに起きて朝食の準備をしていた。

「おはよう、拡夢君。今日はいつもより早いんだね」

「おはよう。気分が浮き立っていたせいか、自然と早くに目が覚めちゃってさ。その勢いで、昼食用のお弁当も作ったんだ」

　朝食のスクランブルエッグとベーコンの乗った皿の横には、サンドイッチが入ったランチボックスが置かれている。

　中身はチーズとベーコンに色とりどりの野菜。箸休めとしてオリーブも添えてある。

　朝食と一緒にそれだけの量を作るのは、相当の手間だったに違いない。

「そんなにたくさん作って、大変だったんじゃないの？　無理しないで起こしてくれれば良かったのに」

「愛佳のためなら、これぐらいどうってことないよ。それに、高校の剣道の大会のたびに、愛佳はよく弁当を作ってくれただろう？　どれもすごく美味しかったから、俺も君のために弁当を作って喜んでもらいたいなって、ずっと思っていたんだ」

　拡夢の言葉を聞いて、愛佳は当時のことを思い出す。

　休日、剣道部の試合がある時は必ず応援に行き、拡夢のために弁当を作って一緒に食べた。その時の彼はすごく美味しそうに食べてくれて、いつか愛佳のためにも弁当を作ると約束してくれたのだ。

　普段は通勤途中にあるパン屋で買うことが多いので、こうして作ってもらったのは今日が初めてである。

「拡夢君は本当に、何でも覚えていてくれたんだね」

　愛佳は拡夢の誠実さを改めて実感すると共に、そんな彼にますます惹かれていった。

　洗顔と着替えを済ませると、美味しい朝食を摂りながら他愛のないお喋りに興じる。

　何気ない日常の一時だが、この時はいつになく幸せに感じられた。ストーカーの恐怖から解放されれば、この幸せはもっと大きく感じられるに違いない。

　だが、拡夢がそばで守ってくれているから、こうして笑顔で過ごすことができる。もし彼がいなかったら、今頃ずっと恐怖に震えていたに違いない。

　朝食を終えたところで、拡夢は含みのある笑顔をこちらに向けてくる。

「それじゃあ改めて。愛佳、誕生日おめでとう」

　お祝いの言葉と共に、彼が渡してきたのは綺麗にラッピングされた箱。

「わあ、ありがとう！　さっそく開けてみていい？」

「もちろんだよ」

　愛佳は満面の笑みを湛えて、すぐさま包みを開いて箱を開けた。

　中に入っていたのはハート形の宝石箱。ウィンドウショッピングをしている時に見かけ、ずっと気になっていた物である。

　しかし、買うかどうか迷っているうちに売れてしまい、すっかり諦めていた。それがこうして拡夢からもらえて、とても嬉しくてたまらない。

「愛佳のために頑張って見つけたんだ。喜んでもらえたかな？」

「うん、すっごく嬉しい！　本当にありがとう、大切にするね！」

　愛佳は歓びを体現するように、拡夢に思い切り抱きつくとすかさず唇を重ねる。

　ところが愛佳の期待とは裏腹に、彼は触れ合う程度のキスを交わしただけで、すぐに離れてしまう。

　切なげな面持ちを浮かべる愛佳に、拡夢は困った様子で苦笑した。

「そんな悲しそうな顔しないでくれよ。別にキスするのが嫌だったわけじゃないんだよ。ただ、あまり触れ合うと抑えが効かなくなって、このまま愛佳を深く求めてしまいそうだからさ。今日はこれから出かけるのに、それじゃあ困るだろう？」

「まあ、それはそうだけど──」

　拡夢の言うことは理にかなっている。それでもやはり、もっと触れ合いたいという気持ちは変わらない。

　すると拡夢は含みのある笑みを見せ、甘い声音でささやきかけてくる。

「その代わり帰ってきたら、たくさん抱いて気持ち良くしてあげるから」

「本当!?」

「ああ、男に二言はないよ」

「ありがとう、愛してる！」

　まだ朝だというのに、夜を迎えるのが待ち遠しくて、愛佳は満面の笑顔で再び拡夢を抱きしめる。

　当の拡夢は若干たじろぎつつも、愛佳に喜んでもらえて満更でもない様子であった。







　二人が出かけた先は、どうぶつふれあいパークという、車で一時間半の場所にある行楽地。

　パークに到着して真っ先に、愛佳は拡夢の手を引いて、アルパカのいるエリアへ向かう。

　そこには去年生まれたアルパカの子供がおり、愛佳と拡夢は一緒に写真を撮ったり餌をやったりして楽しんだ。

　今日は平日ということもあって、園内はそれほど混んでいない。これが土日祝だったなら、大勢の家族連れなどでにぎわい、こんな風にたくさん触れ合うことはできなかっただろう。

「思い切って休みを取って良かったね」

「そうだな。特に俺は、今までこういう場所に遊びに来る機会が少なかったから、今日こうして愛佳と一緒に来れて良かったよ」

「拡夢君は、こういう行楽地には家族とかで来たことないの？」

「ああ。子供の頃、父は仕事で家にいないことが多かったし、俺も俺で休日は剣道の稽古や試合があったからな」

　警察官はひとたび事件が発生すれば、休日も関係なく仕事に出なければならない。そういった呼び出しに備えて、気軽に家族で行楽地に行くのは難しいのだと、容易に想像がつく。

「そう言う愛佳はどうだったの？」

「全然駄目だったかな。どこかへ連れて行ってほしいってせがんでも、『日頃の仕事で疲れがたまってるんだ』って言われて、あっさり拒否されちゃってさ……」

　仲の良いクラスの子が家族で出かけたことを話しても、「うちはうち、よそはよそ」と返され取り付く島もなかった。

　それでいて、姉の習い事の発表会がある時は必ず行くので、子供ながらそれが妙に腹立たしくてたまらなかった。

「ごめんね、つい愚痴っちゃって。でも、高校の時から拡夢君には何でも話しやすいから、つい──」

「謝ることないよ。むしろ、そうやって話してくれると、俺を頼りにしてくれてるんだなって嬉しいから。お互い、今まで連れて行ってもらえなかった分、今日はめいっぱい楽しんでいこう」

「うん！」

　愛佳は満面の笑顔でうなずき、拡夢の腕に手を回す。

　その後も二人は、乗馬体験や小動物との触れ合いなどを満喫し、ショップでお土産もたくさん買い込む。

　楽しい時間はあっという間に過ぎるもので、気付けば閉園時間ギリギリになっていた。

「ずいぶん長居しちゃったね。でも、拡夢君と色々見られてすごく楽しかったな」

「ああ、俺も楽しかったよ。特に愛佳の嬉しそうな笑顔が見られて眼福だった。君の笑顔はすごく魅力的で、見ていてときめいてしまったんだ。それと同時に改めて君に惹かれたよ」

「拡夢君……」

　手放しで褒めそやされた愛佳は、頬をほんのり染めて嬉しそうに表情を綻ばせる。

　すると拡夢は陶然とした眼差しで愛佳を見つめた。

　その瞳が情交の時に向けてくるものに似ており、愛佳は胸が高鳴ると同時に体の芯が熱くなるのを感じた。

　園内のショップで買ったものを積み込み、車に乗ったところで拡夢が話しかけてくる。

「愛佳、こっち向いてもらっていい？」

「え？　うん」

　拡夢に言われてすかさず彼の方を向くと、唐突に抱き寄せられてそのまま唇を重ねられた。

「ん……」

　不意打ちでキスされて驚きつつも、愛佳は口を開いて拡夢の舌を迎え入れた。

　手を後頭部に回されて、より強く引き寄せられる。貪るように口内をじっくりと弄られ、角度を変えながら何度も口づけを交わした。

　狭い車内に響き渡るリップ音と甘い呼吸音。それらがより一層、愛佳の胸を高鳴らせていき、公共の場所だというのに劣情まで掻き立てられてしまう。

　キスが終わって唇を離した瞬間、急に決まりが悪くなって愛佳はさっと目を逸らす。

「ちょっと、車の中でキスなんて恥ずかしいよ……」

「そう言う割には嬉しそうに見えるけど？」

　拡夢にからかいめいた笑みを向けられ、愛佳は少し呆れた表情を浮かべて「もう……」とため息をつく。

　キスしていたところを、誰かに見られたりしていないだろうかと、彼女は慌てて外を見渡した。するとまた、拡夢は可笑しそうにクスクスと笑う。

「そんなに笑わなくてもいいじゃない……」

「ごめん。でも、俺達は恋人同士なんだからさ、人の目なんて気にする必要ないと思うよ。むしろ、愛佳は俺だけのものなんだって知らしめたいよ」

「拡夢君って、ずいぶん変わったんだね」

　高校時代の拡夢は真面目で、付き合っていた時も浮ついた行動はしなかった。だからこんな風に、何の前触れもなく人目のつくところでキスするのも、愛佳には意外でならなかった。

「別に変わってなんかいないよ。ずっとこうしたかったのを我慢してただけさ。本当は高校の時だって、もっと君とキスしたかったし思い切り抱きしめたかった。君はけっこう男子に人気があったからね。だから愛佳は俺だけのものなんだって、他の奴らに知らしめたいぐらいだったよ」

「そんな風に独占欲を秘めていたなんて、全然知らなかったな」

「こんな俺は嫌かな？」

「ううん、そんなことないよ。むしろ、そこまで想っていてくれたんだなってわかって、すごく嬉しい。そんな私は本当に幸せ者だよ」

　大好きな人から強く愛されることほど、幸せで喜ばしいものはない。愛佳は今の気持ちを伝えようと、すかさず拡夢にチュッと口づけする。

　しばしの間、夢見心地でうっとりしていた拡夢だったが、我に返ると思い出したように時刻を確認した。

「さて、そろそろ出発しないと。帰宅ラッシュに巻き込まれて、予約の時間に遅れたら大変だ」

「そうだね、ご飯の時にまたいっぱい話そう。あっ、でも急ぐあまりスピード違反で捕まったりしないでね」

「もちろんだよ。現役の刑事がスピード違反で捕まるなんて、笑えない冗談だからな」

　拡夢はエンジンをかけると、そのままふれあいパークの駐車場から出た。







　夕方になり帰宅ラッシュが始まっていたため、途中の道が混雑していたものの、どうにか予約していた時間にレストランに着くことができた。

　どの料理も見た目だけでなく味も完璧で、自分のためにこんな素敵な店に予約を入れてくれた拡夢に、愛佳は心から感謝した。

「瑞みず希きも一緒だったら、もっと盛り上がっただろうな」

　スマホで料理の写真を撮りながら、愛佳は少し残念そうに親友の名前を口にする。

　毎年互いの誕生日には、瑞希と一緒に食事をするのが恒例となっていた。だから今年は、拡夢を交えた三人で、楽しくお喋りをしながら食事をしたいと考えていた。

　ところが、今夜は予定が入ってしまって行けないと連絡があり、三人での食事は実現しなかった。

「まあでも、近々一緒にお茶でもしようって約束したんだから、その時にいっぱい話ができるよ」

「うん、そうだよね。もしかしたら、予定が入ったというのは方便で、瑞希なりに気を遣ってくれたのかもしれないし」

　瑞希には申し訳ないけれど、今は拡夢と二人きりの時間を満喫していたいという思いがあるのも事実。

　愛佳はにこやかに微笑むと、拡夢と他愛ない話をしながら食事を続ける。

　そんな感じで時間をかけて食べたものだから、店を出たのは夜の九時近くになった頃だった。

　店を出てしばらくは、愛佳の心は多幸感で満ち溢れていた。

（拡夢君のおかげで、今日は本当に素敵な一日になったな）

　ところが、マンションの近くに警察車両が止まっているのを見た途端、心臓の鼓動がドクドクと早鐘を打つ。

「何かあったのかな？」

　何だかものすごく嫌な予感がして、愛佳は不安げな面持ちを浮かべてひとりごちた。

「ちょっと訊いてみるよ」

　拡夢は制服警官に声をかけ、自身の警察手帳を見せて何があったのか尋ねる。

　その警官の話によれば、夕方頃にマンションの花壇が何者かに火をつけられ、通りかかった人が見つけて通報したという。犯人はまだ捕まっておらず、めぼしい目撃情報もないためこうして聞き込みをしているとのことである。

（もしかして、その放火も私に対する嫌がらせなの……？）

　先程まで抱いていた幸せが、一瞬にして崩壊していくようであった。

　愛佳が顔を蒼白にして震えていると、拡夢はすぐさま手を握ってくれた。

　それだけで不安がいくらか和らぎ、体の震えもスッと止まる。

　だが、これで終わりではなった。

　車を降りた後、エントランスでポストを確認すると、郵便物に混じって一枚のバースデーカードが入っていた。消印はなかったので、今日は直接ここまで入れに来たらしい。

　カードには赤い文字で、「その男さえいなければ、私も幸せな気分であなたの誕生日を祝えたのに」と、恨みのこもった一文が書かれている。

「毎日毎日、性懲りもなく送りつけてきやがって……！」

　拡夢は怒りをにじませた声でつぶやくと、手にしたバースデーカードをぐしゃぐしゃに丸めた。

　それから彼は愛佳に向き直り、申し訳なさそうに表情を曇らせる。

「愛佳、せっかくの君の誕生日なのに、こんな嫌な形にさせてしまってごめん……」

「謝らないで、拡夢君は何も悪くないでしょう。最高の思い出にしようと、私のために一から計画を立ててくれたじゃない」

　悪いのは全て、自分達の幸せな時間を台無しにした、卑劣なストーカー犯である。

　だが、それでも拡夢の表情は暗いままだ。

「でも、俺がまだ犯人を捕まえられてないせいで、こうやって手紙が送られてストーカー行為も続いているのは事実だ。これじゃあ、ちっとも君を守れていないじゃないか……！」

「お願いだから、そんな風に自分を責めないで。拡夢君はちゃんと、私のことを守ってくれているじゃない。それだけは、誰にも文句は言わせないから」

　これ以上、自責の念に駆られて気弱になる拡夢を見るのが辛くて、愛佳は強く抱きしめた。

　しばらくの間、部屋に沈黙が流れたが、やがて拡夢はごく小さな声で「ごめん」とつぶやく。

「君は今、不安でいっぱいな筈なのに、俺がこんなんじゃ駄目だよな。君を最後まで守り抜いて、犯人も必ず捕まえるって約束も果たせなくなってしまう」

「少し元気が出たみたいで良かった。でも、あんまり気張り過ぎないでね。完璧な人なんていないんだから、拡夢君のできる範囲で私を守ってくれれば充分だよ」

「愛佳は本当に、俺を元気づけてくれる人だよ。そんな君だからこそ、俺は心の底から好きになったんだ」

　拡夢は揺るぎない真摯な眼差しを愛佳に向ける。

「実を言うとさ、昔の俺は意地でも刑事になんてなるもんかって、思っていたんだ」

「え？　それはまたどうして？」

　父親が警視総監なので、拡夢自身も最初から警察官を目指していたものだとばかり思っていた。だから今の拡夢の話が何とも意外で、愛佳は目を丸くして訊き返す。

「親父が警視総監だからさ、色々と陰口を叩かれるのは目に見えていたから、それが嫌でたまらなかったんだ。実際、今でも『父親のコネを使ってるんだろう』とかよく言われるよ。だけど、そんな俺が警察官の道を歩もうと思い直したのは、愛佳と出会ったのがきっかけなんだ」

「じゃあ、私のためだけに警察官になったの？」

「ああ、愛する君を身近で守りたいという想いを抱いて、俺は警察官になったんだ」

「拡夢君は本当に、私のことだけを想ってくれてたんだね。ずっと諦めずに待ってて良かった」

　愛佳が頬を上気させて微笑むと、拡夢もつられたように表情を和らげた。

「愛佳、君のことは何があっても必ず守り抜くよ」

「ありがとう。私も、ストーカーの嫌がらせなんかに負けないから」

　それぞれの決意を言葉にしてから、二人はどちらからもなく唇を重ねる。

「ん……ふ……ぅ……」

　こうして互いの舌を何度も絡ませ、蕩けるような口づけを交わしていると、不安や恐怖心が消えて甘い陶酔に満たされていく。そうして次第に淫欲が掻き立てられ、何もかも忘れるほど拡夢に愛でられたいという願望が込み上げてくる。

　唇を離したところで、拡夢は含みのある笑みを浮かべた。

「それで、今夜はどうする？」

「もちろんしようよ。今朝だって約束でしょう？」

　せっかくの誕生日なので、暗い気分を抱いたまま終わらせたくなどない。だからその負の感情を払拭するほど、二人で濃厚かつ淫靡に愛し合いたかった。

　愛佳の言葉だけで望みを察したらしく、拡夢はすぐさま「わかった」と首肯してくれた。

「それじゃあ、蕩けるほど気持ち良くしてあげる」

　拡夢は甘い声でささやきかけると、愛佳を体ごと抱き上げて寝室へ向かった。







　寝室に入るなり、愛佳はベッドの上にそっと降ろされた。そして間髪を容れずに、拡夢が覆いかぶさり性急に服を脱がせてくる。

　下着姿になったところで、拡夢はふと手を止めて愛佳の艶めかしい姿をじっと見下ろす。

　淫靡な熱が込められた眼差しを受けて、愛佳はたちまち胸が高鳴り体の芯が熱くなるのを感じた。

「今日の下着も、色気たっぷりのデザインだね」

「ふふっ、わかっちゃった？」

「そりゃあ、毎日見てるからわかるよ」

　同棲生活を始めたばかりの頃は、見られるのが何となく気恥ずかしくて、シンプルで地味な色の下着を着けていた。

　しかし、ここ最近は綺麗な色のものや、レースやリボンが付いたものなど、魅せる目的で作られた下着を中心に身に着けている。

「あ、でも安心して。こういう下着はちゃんと通販サイトで買ってるから。お店だと、ストーカーが見てるかもしれないと思って」

「だけど君は、服の下にこんな色っぽい下着を身に着けて、今日一日俺の隣を歩いていたんだろう？　それってちょっといけないんじゃないのか？」

　拡夢は意地悪くささやきかけながら、愛佳の背中に手を回して体のラインをゆっくり撫で回す。

「ん……あ……」

　優しくも淫靡に触れられただけで、体の芯がゾクゾクと震えて肌も粟立っていく。

　そうして何度か撫で回した後、拡夢は唇の端をわずかに吊り上げてホックを外していった。

　ブラジャーのカップから解放された豊満な胸が、拡夢の目の前でふるんと大きく揺れる。

「ああ、やばい。ますますそそられる」

　拡夢は嬉しそうに目を輝かせながら、二つの乳房に手を伸ばしてやわやわと揉みしだく。

「あ、あぁああ……」

　愛佳は鼻に抜けるような甘い声を上げ、全身を小刻みに震わせた。

「さっそく昂ってきたみたいだね」

　拡夢は優しい口づけを落とすと、その大きさを堪能するように乳房をじっくり揉んでいく。

「ん……あぁぁ……」

　愛佳は頬を上気させて嬌声を上げ続ける。

　淫靡な手つきに身も心も絆される。そうしてますます体の芯が疼き、劣情が膨らんでもっと乱されたくなってしまう。

　不意に、拡夢は愛撫の手を止めて、愛佳の顔をじっと覗き込んできた。

「俺に何かしてほしそうな顔してるけど？」

　そう問いかけてくる口調は、からかうような雰囲気を帯びて少しばかり意地悪だ。

「そんなに……私の口から言わせたいの？」

「ああ、ぜひ聞きたいよ。だって俺、愛佳のかわいい声を聞きたくてしょうがないんだ」

　魅力的な笑顔を見せられると、こちらも嫌とは言えなくなる。それに、愛する人から直接「声を聞きたくてしょうがない」と言われて満更でもなかった。

　愛佳はほんのり頬を赤らめて、自身の望みをそっと口にした。

「もっと、たくさん……拡夢君に触られたい……」

「今夜もちゃんと言えて、愛佳は本当にいい子だよ」

　拡夢は褒め言葉と共に再びキスを落とす。それから豊満な膨らみへの愛撫を再開する傍ら、尖端にある薄紅色の蕾にそっと触れる。

「ひ……っ、ぁぁあン！」

　愛佳は二つの膨らみを揺らして愛らしい嬌声で啼いた。

　素直な反応が返ってきたのが嬉しかったらしい。拡夢は嬉々とした面持ちで、乳首を丹念に捏ね回していく。

「あっ、あぁぁあ……」

　乳房を揉みしだかれ、胸の頂を擦り上げられて、蕩けるほどの快感が押し寄せてくる。

　得も言われぬ快感に、愛佳は恍惚の表情を浮かべて喘ぎ、艶めかしく体をくねらせた。

「かわいい乳首がもう硬くなってきたね」

　拡夢は意地悪くささやきながら、勃ち上がり始めた乳頭を執拗に弄る。

「んんっ、あぁあぁぁあ……」

　胸の先端から生じた甘い刺激が、快感となって瞬く間に全身を駆け抜けていく。

　快楽が膨らむごとに、愛佳の体は大きく戦慄いて嬌声に艶が混じる。転がされている乳首も、一段と硬くなって濃く色づいていった。

　愛佳の反応を引き出すように、拡夢は繰り返し乳首を擦り上げ、指先で軽く弾き、クリクリと引っ張る。

「あン！　あぁぁぁあ！」

　様々な方法で乳頭をなぶられ、愛佳は歓喜の悲鳴を上げて体を何度も反らせた。

　淫靡な指戯を受けるたびに、胸の先端の感度が増して、だんだんと体の熱も上がっていく。

　快感のあまり背を反らすと、乳首をやんわりと口に含まれて、そのまま舌先で転がされていった。

「ん……ふぁあ……ああ……」

　胸の先端を這う舌の感覚が、この上なく気持ちよくてたまらない。愛佳は甘えるような声を上げてうっとりと頬を上気させた。

「今の愛佳の声、すごくたまらない……」

　艶めいた嬌声に欲情をそそられたらしい。拡夢は乳首を懇ろに転がしては、ちゅぱちゅぱと音を立てながら吸いついてくる。

「は……ッ、あぁあ……ン……！」

　甘くも強い刺激が胸の先端に生じ、快感となって全身を一気に駆け抜けていく。愛佳は何度も身震いして淫らに喘ぐ。

　拡夢は尖りきった乳首を舐る傍ら、もう片方の乳房に手を伸ばして再びまさぐり始めた。

「あっ、あぁああぁ！」

　舌と指先で敏感な蕾を愛撫され、快感が大きく膨れ上がって背筋がゾクゾクと震えた。そうして全身の疼きも強くなり、下腹部の奥がじんわりと熱くなっていくのがわかる。

　乳首を舌先で舐られ、指の腹で擦り上げられ、豊満な膨らみを揉まれる。じっくりと愛でられることで絶え間なく快楽が訪れ、愛佳の体の芯はより熱く火照って疼きも増していく。

　痺れを伴った快感が広がるたびに、愛佳は甲高い嬌声を上げてわなわなと身震いした。

　拡夢は乳首への愛撫を繰り返しながら、空いている手で愛佳の体を優しくさする。

「あ、は……ああぁ……」

　背中から腰にかけて撫でられ、甘い快感がさざ波のように押し寄せてきた。

　拡夢の手がショーツに触れると、胸がざわめくと同時に体の疼きも一段と強くなる。

　秘所を愛でられる予感に、期待とときめきが大きくなる。

　ところが愛佳の期待とは裏腹に、拡夢は焦らすようにお尻や太腿を撫で回すばかり。

「ん……」

　触れてほしい部分を愛でてもらえず、愛佳が切なげな面持ちを浮かべていると、拡夢が顔を上げてにっこりと笑う。

「触れてもらえなくてがっかりって顔してるね」

　からかいめいた口調で言われ、ますます切なさが込み上げてくる。

「拡夢君の意地悪……」

　すかさず不満を口にするが、拡夢は悪びれる様子もなく楽しげに笑っていた。

「まだ夜は長いんだ。少しぐらい、焦らしたっていいだろう？」

　彼は意地悪くささやきながら、指先でクリクリと乳首を転がし続けた。

「ン……ぁ、あ……ああ……」

　言い返したくても、気持ちよさが勝って上手く言葉にできず、口からは甘切ない喘ぎばかりが漏れ出てしまう。

「だけど、どうしても触ってほしいなら、触ってあげてもいいよ？」

「本当？」

　拡夢の言葉に、愛佳はすぐさま期待から目を輝かせた。

「うん、愛佳の方からおねだりしてくれたらね」

「もう、本当に意地悪なんだから……」

「だって俺、愛佳におねだりされるの大好きなんだ。見ていてすごくかわいいし、何よりそそられるからさ」

　拡夢は期待に満ちた眼差しで、甘くささやきかけてくる。

　甘えるような瞳で見つめられて、ねだられるのが大好きだと言われたら、こちらも素直に従わざるを得なくなる。

　愛佳は恥ずかしげに両腿を擦り合わせた後、彼にそっと抱きついておずおずと口を開く。

「その、下も……胸と同じぐらい……触ってほしいの……」

「ここを触られたいんだね？」

　拡夢は優しく問いかけながら、ショーツの上からそっと割れ目をなぞった。

「んん……っ！」

　軽く触れられただけで、背筋を震わせるほどの快感が生じる。淫猥な蜜がたちまち溢れ薄い布を濡らした。

　拡夢は小さく笑った後、おもむろにショーツを脱がせて秘密の花園を暴く。

「あ……」

　愛でられたくてたまらないのに、いざこうして見られると羞恥心が込み上げてくる。その一方で、快感にも似た熱が体の奥から押し寄せてきて、下肢の中心の疼きが増していくのを感じた。

「俺に胸を弄られて、たっぷり感じてくれたんだね」

　拡夢は満面の笑みを浮かべると、蜜壷の浅い部分を優しく撹拌していった。

「んっ……ああぁ……ッ！」

　抽送に似た動きに快楽が更に引き出された。愛佳は背をビクビクと震わせながら、媚唇を掻き乱す指をきつく締め上げる。

「俺の指をこんなに締め付けて、すごいな」

　拡夢はびちゃびちゃと音を立てて指を動かし、溢れる蜜を塗り付けるように花芯をじっくり探る。

　時折、奥の鋭敏な部分をくすぐられ、そのたびに愛佳は快感に喘いで背を反らす。

　指の腹で擦られている肉芽は瞬く間に赤く充血し、掻き乱されている淫襞もヒクヒクと戦慄いて新たな蜜を滴らせた。

「あ……あぁぁああ……」

　感じる部分を絶え間なく刺激され、愛佳は全身を仰け反らせて甘い嬌声で啼いた。その間も、花芽はますます膨らみを増して小刻みに痙攣する。

「ああ、すごく綺麗だよ。愛佳……」

　蜜にまみれた花弁をじっと眺めながら、拡夢は感嘆のため息をつく。

　その淫靡な光景を、もっとじっくり見たいと思ったのか、愛佳の両脚を更に大きく広げた。

「あぁん、やだっ……！　そんなに広げないで……」

　何度も抱かれているとはいえ、そこを間近で見られるのはあまりにも恥ずかしい。愛佳は狼狽して脚を閉じようとするが、拡夢がそれを許さなかった。

「何度も見ているのに、どうして今更嫌がるんだい？」

　拡夢は意地悪く問いかけながら、敏感な突起をクリクリと執拗に擦り上げてくる。

「ン……ッ！　や……あぁああン……！」

　全身に広がる快感が一際大きくなり、愛佳は歓喜の悲鳴を上げてビクンと体ごと跳ねた。同時に淫蜜も勢いよく迸り、拡夢の指を伝って手の上を流れていく。

「嫌だと言っている割には、すごく気持ち良さそうだけど？　それに、蜜だってどんどん溢れてきてるよ」

　拡夢は喉元で小さく笑いながら、水音を聞かせるように蜜壷をぐちゃぐちゃと掻き乱す。

「や……あぁぁああぁ……ッ！」

　羞恥心と快楽がない交ぜになって訪れる。やめてほしいのかもっとしてほしいのか、自分でもよくわからなくなって、愛佳は全身を激しく戦慄かせてひたすら叫んだ。

　そうしてまた絶頂が訪れて、熟れた恥裂から大量の蜜が迸る。

　陶酔に溺れる愛佳に追い打ちをかけるように、拡夢は花唇に顔を近づけて舌を這わせていく。

「あぁあン！　あぁあぁああぁっ！」

　舌先でなぞられた刹那、全身が快感からゾクゾクと震え上がり、愛佳は何度も喉を反らせて叫ぶ。蜜口もヒクヒクと嬉しそうに収縮し、官能の雫を更に滴らせて拡夢の顔やシーツを濡らしていった。

　過敏になった淫裂を舐られ、体の疼きが一段と増していく。強すぎる快楽に理性まで蕩けさせられ、心身共に官能の坩堝に溺れていくのを感じた。

　溢れる淫蜜をすすられ、花芽を舌先でなぞられるたびに、電流のような快感が突き抜けるように体中に広がる。充血して膨らんでいた雌核も、蜜と唾液にまみれてより一層輝きを増し、パールのような艶めきを放っていた。

　拡夢はそんな花芽に愛しげに口づけし、重点的に舌で擦り上げてなぶっていく。

「あぁぁあぁっ！　あっ、あっ、あぁあぁあぁ──！」

　再び絶頂感が押し寄せてきて、愛佳は何度も激しく身悶える。淫芽もわなわなと痙攣し、下肢全体もますます疼いていった。

　そうして愛佳が達しても尚、拡夢は舌での愛撫を止めることなく丹念になぶり続ける。

「あぁあぁあン！　駄目……それ以上されたら──！」

　苛烈な快感が途切れることなく駆け巡り、花芽も激しい脈動を繰り返していた。

　愛佳がいくら泣きながら叫んでも、拡夢は執拗に淫芽に吸いつき徹底的に舐る。

　苦痛にも似た快楽を与えられ、愛佳は幾度となく戦慄き絶頂に達した。

　立て続けにイッて脱力したところで、拡夢の舌がようやく離れていく。

　拡夢が与えてくれる深い快感は、この上なく気持ちよくてたまらない。時折、激しくなぶられたり意地悪な言葉で翻弄されたりするが、そこにも彼の確かな愛情が含まれていて好きだった。

　ベッドに身を沈ませて恍惚となっていると、拡夢が優しい笑顔で覗き込んでくる。

「どう？　気持ち良かった？」

「うん、とても……」

　だが、これだけで満足しきったわけではない。拡夢の熱い雄で中をいっぱいに満たしてほしい。

「だけど、もっと……拡夢君が欲しい……」

　言いながら愛佳は、拡夢の下肢の中心に手を伸ばしてそっと触れた。

　その刹那、拡夢はわずかに息を呑んで、股間のものを硬起させる。

「愛佳も俺を煽るのが上手くなったね。ますますそそられるじゃないか」

　拡夢は不敵な笑みを見せると、その瞳に欲望の色を宿らせた。

　普段の優しい彼とは違う、獰猛な一面にも魅力を感じて、愛佳はたまらず胸をときめかせた。

　それから拡夢は自身の剛直に薄膜を被せ、濡れそぼった蜜口に先端をそっと押し当てる。

「あン……」

　硬い切っ先が軽く触れた瞬間、全身がふつふつと粟立ち愛佳はあえかな嬌声を漏らす。

「ふふっ、君の声を聞いてまたドキドキしてきたよ」

　拡夢は甘い声音でささやいた直後、滾ったものをゆっくり押し進めていった。

　望んでいた雄茎を受け入れた歓びからか、淫襞はすぐさまビクビクと戦慄いて収縮を繰り返した。

「あぁ、すごい。愛佳の中……すごく熱くうねってる……」

　拡夢は感極まった様子でため息をつき、軽く身震いする。

「拡夢君、もっと──」

　たくさんの熱で満たしてほしくて、愛佳はねだるように拡夢に抱きつき、両脚を彼の体に絡ませる。

　その行為がより劣情を煽ったらしい。拡夢は淫靡な熱を込めた眼差しで見下ろすと、おもむろに腰を動かし始めた。

「ンッ……あぁぁああ……ッ……！」

　熱い楔を擦り付けられ、最奥を穿たれて、壮絶な快感が体の内側で大きく膨れ上がる。

　愛佳は頬を上気させて喘ぎ、幾度となく背を反らした。

　抽送によって与えられる快楽に、体だけでなく心まで蕩けて、ゾクゾクとした痺れが背筋を駆け抜けていく。

　淫靡な嬌声を上げて体を揺らす愛佳を見て、拡夢はすっかり悦に入った様子で腰を深く打ち付けてくる。

「あぁぁっ！　あぁあああぁ！」

　穿つような勢いで子宮口を突かれ、苛烈な快感がさざ波のように押し寄せてきた。

　淫襞は歓喜に震えて収縮を繰り返し、結合部から新たな蜜を滴らせて互いの性器を濡らす。

「あぁ、愛佳……。君の中、気持ちよくてたまらない……」

　拡夢は感嘆の声を上げながら、腰をわなわなと引き攣らせる。その動きに伴って、埋め込まれている雄肉も、一段と隆起して硬さを増していった。

　彼の剛直の熱や硬さをもっと感じたくて、愛佳は誘い込むように自らも腰を揺らす。

「そうやって俺を誘うなんて、どれだけ煽れば気が済むんだ？」

　拡夢は欲望に満ちた眼差しで見下ろし、律動の速度を徐々に上げていく。

「あぁああぁン！」

　獰猛に突き上げられ、甘くも激しい衝撃が愛佳の体を走る。

　背筋が震えるほどの快楽が生じ、愛佳は喜悦の面持ちでむせび啼く。下肢全体もより一層熱い疼きを帯びて、蜜壷がビクビクと淫らに痙攣した。

「ンッ……あぁぁああ……ッ！　もう……たまんない……ッ！」

　愛佳は憚りのないことを口走り、快感からビクンと激しく身悶える。

「ん……はぁ……はぁ……」

　拡夢も自身の剛直を昂らせながら、腰を深く押し付けて繰り返し最奥を穿っていく。

　熟れた媚肉を擦られる感覚や、猛々しい雄茎の硬さや熱さに感極まり、愛佳は甘いため息をついて何度も背を反らす。

　身も心も官能一色に染め上げられることに、この上ない歓びと幸せと覚える。この悦楽をもっと味わいたくて、愛佳はより強く拡夢に抱きつき雄肉も締め付けた。

「ん……っ！」

　その直後、拡夢は短い喘ぎ声を漏らし、抽送の速度を一気に上げていく。

「あぁあぁっ！　あっ、あっ、あぁあぁああ！」

　全てを揺さぶられるような勢いに、愛佳は一段と甲高い嬌声を上げ、火照った体を幾度となく波打たせる。

「はぁ……はぁ……はぁ……！」

　拡夢の息遣いも荒さを増しており、剛直もこれ以上ないぐらい昂って限界まで張りつめていた。その熱さと硬さから、彼もイキそうなのだと予感する。

「ん……あぁあ……拡夢君……。一緒に……イッて……」

　愛佳は甘えるような声でささやき、誘惑するように拡夢の背中や髪を撫でる。

　すると拡夢はその端正な顔に、嬉々とした笑みを湛えた。

「いいよ、一緒に気持ちよく果てよう」

　艶を帯びた声音で告げた直後、彼は愛佳の腰を掴んで一気に突き上げていった。

「んんっ……あぁぁあぁン！　あぁあぁああぁっ！」

　一際強い快感が、全身を一気に駆け抜けていく。愛佳は弓なりに大きく仰け反ると、蜜壷をきつく締め付けて剛直を締め上げる。

「ンッ……く……っ！」

　続いて拡夢もビクンと身震いし、熱くたぎった雄茎から欲望の飛沫を迸らせた。

　薄膜越しに雄の精を感じながら、愛佳は夢見心地で微笑んで陶然とため息をつく。

　二人で気持ちよくイけた歓びから、胸の中が多幸感で満たされていく。

　絶頂の余韻に浸る中、拡夢は雄肉をそっと引き抜き、愛佳の頬を優しく撫でてくれる。

　その柔らかい感触が心地よくて、愛佳は至極満足そうに表情を綻ばせた。

「拡夢君。ずっとずっと、私と一緒にいてくれる？」

「もちろんだよ。ずっと愛佳のそばにいて、君だけを愛し続けるよ」

「ありがとう、拡夢君。大好き」

　愛佳が満面の笑みで抱きしめると、拡夢はすぐさま口づけを返してくれた。

「ん……ふ……ぅ……」

　甘く蕩けるような口づけに、たちまち心が絆され体の芯も再び熱くなる。

　拡夢は自分に限りない幸せを与えてくれた。だから彼の誕生日にも、今以上以上の幸福をあげるのだと、愛佳は口づけを交わしながら決意した。







第三章 ～愛は誰にも引き裂けない～








　数日後、拡夢が追っていた事件の犯人が逮捕された。

　拡夢からその報せを聞かされた時、これでようやく恐怖の日々から解放されるのだと、愛佳は心の底から安堵する。

　しかし残念なことに、愛佳に付きまとうストーカーとは全く関係ないことが、取り調べを始めてすぐに判明した。その証拠に、嫌がらせの手紙は未だに送られてきている。

「ごめんな、愛佳。ぬか喜びさせてしまって……」

「謝らないで、拡夢君は何も悪くないんだから。私なら大丈夫だから、そんなに焦らないで」

　ストーカー犯が別人だったと知った時は、まだ終わらないのかと落胆したのは事実。

　しかし、拡夢は愛佳のために全力で真犯人を探し、こうしてそばにいて支えてもくれている。それだけでも愛佳は充分に救われている。

「ありがとう、愛佳。君がそう言ってくれると俺は頑張れるよ。犯人を捕まえるまで俺は絶対に諦めないし、愛佳のこともきちんと守ってみせるから。だから、どうか俺を信じていてほしい」

「うん、もちろんだよ。何があっても私は、拡夢君を信じるし応援もしてるから」

　拡夢の頼もしい言葉を聞いて、愛佳は自分も負けずに毅然としようと、改めて誓った。

　そんな中、高校時代からの親友である里さと村むら瑞希から、休日に遊びに来ないかと誘われた。

　ずっと家にこもっているのも、精神衛生的に良くない。何より会って話をすれば息抜きにもなる。愛佳はすぐに瑞希からの誘いに応じた。

　最初は拡夢も一緒に来る予定だったが、瑞希が愛佳と二人きりで過ごしたいと頑なに譲らず、彼がそれに折れる形で同意してくれたのだ。

　愛佳の方も、たまには女同士で気兼ねなく過ごしたかったため、瑞希と二人きりで会えることを嬉しく思っている。

　そうして迎えた週末。愛佳は瑞希の部屋でお喋りを楽しんでいた。

「ごめんね、瑞希。毎年、誕生日には一緒に食事に行ってたのに、この前は私達に気を遣わせちゃって」

「いいよ、気にしないで。この間はどのみち用事で行けなかったんだし。それに、今日こうして埋め合わせでうちに遊びに来てくれたから、それだけで充分だよ」

　瑞希はホットケーキの載った皿を、それぞれの席の前に置く。

「わあ、すごく美味しそう」

「そうでしょう、そうでしょう。最近、料理の腕もすごく上がったんだ」

　愛佳に褒められて、瑞希は満面の笑みを浮かべる。

　疲れがたまっているのか瑞希の表情に張りがなく、見ていてすごく心配になった。しかし、自分が来たことで元気が出たようで、愛佳はホッと胸を撫で下ろした。

　食べ始める前に、瑞希はスマホで何枚か写真を撮っていく。

　彼女はＳＮＳのアカウントに、自身が作った料理の写真を上げている。好きな人のために作っているとのころで、その相手に見せるために掲載しているという。また、その相手を心から恋い慕っているようで、料理の写真を見るたびにどんどん上達しているのがわかった。

　だが、恋愛の方はあまり上手くいっていないらしい。

　親友として、瑞希のために力になりたいので、今日は恋愛面の相談にも乗ってあげようと考えている。

「ん？」

　淹れてもらったコーヒーを飲んだ瞬間、いつもより濃い苦味が口の中に広がり、愛佳は思わず顔をしかめた。

「ねえ、瑞希。コーヒーの種類、変えた？」

「今までと同じだけど、何か変な味でもした？」

「うん、ちょっといつもより苦味が強い気がして。でも、これはこれでコクがあって美味しいかも」

　愛佳はそのままゴクゴクとコーヒーを飲み、もう一杯もらうことにした。

「それで、石動君との暮らしはどんな感じ？」

　ホットケーキを食べながら、瑞希は興味津々といった様子で尋ねてくる。

「毎日すごく楽しいよ。拡夢君は昔と変わらず優しくて、今度はずっとそばにいてくれるって約束してくれたんだ。彼と一緒にいるだけですごく安心できるよ」

「そっか、本当に仲睦まじいんだね。何だか羨ましいな」

　瑞希は笑顔を浮かべて話を聞いているが、その表情はどことなく切なげである。

　自分の恋が上手くいかず、やるせない気持ちを抱えているため、手放しでは喜べないのかもしれない。

　そのためにも、自分のできる範囲で相談に乗ってあげようと、愛佳は改めて心に決めた。

「ところで、どういう経緯でまた石動君と付き合うことになったの？」

　それから唐突に、瑞希は探るような口調で問いかけてくる。

「街中で偶然再会して、何回かメールでやり取りをしてるうちに、その流れでって感じかな」

　以前、武藤にしつこく迫られたことを話して、瑞希にものすごい心配をかけてしまった。だから今回は、ストーカーに付きまとわれていることは、敢えて伏せておいた。

「ふうん、そうなんだ」

　瑞希はうなずいてくれたものの、どことなく釈然としない様子である。

「そう言う瑞希は、例の好きな人との関係は──」

　不意に、目の前の視界が歪んで呂律も回らなくなる。

（あれ？　急にどうしたんだろう？）

　それだけではない。全身の力も徐々に抜けていき、意識が朦朧となって猛烈な眠気に襲われた。これは明らかにただ事ではない。

「ねえ、瑞希。私、何だか変……なんだけど──」

　愛佳は瑞希に助けを求めてすかさず手を伸ばす。しかし、全く力が入らずそのままテーブルに倒れてしまう。

（一体、何が起きて……いるの……？）

　尋常じゃない眠気から瞼を開けていられなくなり、物事を考えることすらままならなくなる。

　薄れゆく意識の中、瑞希が小さく笑みを浮かべて、こちらを見下ろしているのが見えた。

（瑞希、どうしてそんな風に……笑って見ていられるの……？）

　そんな疑問が脳裏をよぎると同時に、愛佳の意識は深い奈落の底へと沈んでいった。







　拡夢は車の中から一軒の安アパートを張っていた。

　聞き込みの末、かつて愛佳に付きまとっていた男──武藤和夫がここに住んでいるという情報を掴んだ。

　それにしても、そこそこの企業で働いていた人間が、老朽化して今にも壊れそうなアパートで暮らしているとはずいぶん落ちたものだ。大方、離婚の慰謝料などで相当の金を支払う羽目になったのだろう。自業自得である。

　今にも壊れそうというのは大袈裟だが、建てられてから少なくとも三十年は経過しているのは間違いない。

　張り込むこと一時間。眼鏡をかけた中背中肉の男が、アパートに向かって歩いてくるのが見える。例の武藤である。

　愛佳と再会したあの夜、彼女を襲撃した車をレンタルしたのが、武藤であることが判明した。他にも、写真入りの手紙が投函された場所や、自分達が住むマンション付近で武藤らしき男も目撃されている。

　これは疑いようもなく、武藤がストーカー犯であると証拠が示している。

　少し時間がかかってしまったが、ようやく奴を逮捕して愛佳の恐怖の日々に終止符を撃つことができる。

　──できることならこの手で、愛佳を苦しめたあの男をぶん殴ってやりたい。

　もちろん心の中でそう思うだけで、実際にやるつもりはない。

　拡夢は気持ちを落ち着かせてから、車を降りて武藤に近づき話しかける。

「武藤和夫さんですよね。ちょっとお話を伺いたいのですが」

　その際、警察手帳を掲示するのを忘れなかった。

　後ろめたいことのある人間なら、大抵こうすれば怯えるか逃げるかの反応を取るところだ。

　ところが武藤は逃げ出すどころか、訝しげな面持ちで「な、何でしょうか？」と訊き返してくる始末である。

（この男、あれだけのことをしておきながら、図々しく白を切るつもりか）

　ますます許しがたい男だ。拡夢は込み上げてくる怒りを堪えて、今まで送られてきた写真や手紙を全て突き付けてやる。

「な、何ですか？　これは」

　武藤は戸惑った様子で問いかけてきた。

「とぼけないでいただきたい。あなたは以前の職場で好意を抱いた彼女に、ずっと未練があったから今になってこうして付きまとったんだろう？」

「そんな、違います！　確かに僕は愛佳ちゃんに──」

「下の名前で気安く呼ぶな！」

　目の前の下衆が、愛佳の名を口にするのが腹立たしくて、拡夢は感情を抑えることなく声を荒げた。

「す、すみません！」

　武藤は今にも泣きそうな声で謝ると、拡夢の顔色を窺いながらおずおずと話を続けた。

　四十前の男が、年下の人間に怒鳴られて怯えるなど、情けないにも程がある。こんなクズが、愛佳に性的な目を向けていたのだと思うと、一段と怒りが込み上げてくる。

「その、当時は世良さんに好意を抱いて、交際を迫ったのは事実です。でも、前の職場を辞めてからは一度も会っていません」

「嘘をつくのも大概にしろ。あの晩、俺の目の前で愛佳をさらおうとしただろうか！　あんたが車をレンタルしたのも、これらの手紙が投函された場所の近辺にいたのも、こっちは全部わかってるんだ！」

「て、手紙なんて知りません！　僕はただ、メールで指示された場所に行っただけです！　車も、借りてくるように言われたんです！　僕はずっと、ある女に脅されていて──」

　武藤は慌ててスマホを取り出し、ショートメッセージの画面を拡夢に見せてきた。

　彼の言葉通り、画面には脅迫まがいのやり取りが表示されている。

　どうやらストーカー犯は、武藤が愛佳に交際を迫っていたことも知っていて、こいつを嵌めようと目論んでいたらしい。そして最終的には、全ての罪を武藤に押し付けるつもりだったのだろう。

「その女は一体誰なんだ？」

「名前は聞いてませんが、世良さんの知り合いだと言ってました。世良さんを苦しめたお前に、まともな生活を送る資格はないと言われて、ずっと強請られていたんです」

「警察には相談しなかったのか？」

「できませんでした。警察に言ったら、妻以外の女性を好きになったから離婚したってことを、うちの両親や知り合いにバラすって脅されて。そんなことを知られたら、どんな目で見られるか……」

　愛佳にしつこく交際を迫っておきながら、それを親や友人に知られたくないなどとほざくとは、つくづく最低な男である。

　再び怒りが込み上げてきて、殴ってやりたい衝動にかられた。

　拡夢はどうにか心を落ち着かせると、努めて冷静な態度を保ちつつ言葉を返す。

「それで、その女の特徴は？」

「二十代半ばぐらいで、髪はどちらかというと短めで──」

　女の特徴を聞いたところで、拡夢の脳裏にある人物の顔が浮かび上がった。

　自分と近しい間柄で、その特徴と一致する女が一人いる。しかもその女は今日、愛佳と一緒だ。

　愛佳と一番仲の良い同級生、里村瑞希である。

　しかし、髪の短い女性などいくらでもいる。それでもなぜか疑惑を拭うことのできない拡夢は、高校時代に撮った写真のファイルを開いて武藤に見せた。

　すると武藤は目を瞠って、「その女です、間違いありません」と即答する。

（まさか、本当に彼女が愛佳のストーカーなのか……？）

　信じられないと思いかけたところで、拡夢は改めてもう一度手紙の文面に目を通す。

　そこに書かれているのは、自分との仲を嫉妬する内容や愛佳への歪んだ愛情ばかり。

　──もし里村瑞希が愛佳を親友ではなく、恋愛対象として見ていたのだとしたら……。

　考えた瞬間、拡夢の中に不安だけが広がっていく。もう武藤のことなどどうでも良くなり、急いで車に戻って愛佳の電話番号に発信した。

「頼む、愛佳。電話に出てくれ……！」

　拡夢の切実な願いとは裏腹に、コール音が繰り返されるだけで電話に出る気配がない。

　嫌な予感しかしなかった。迷っている時間などない。

　焦燥に駆られる中、拡夢は愛佳の無事を祈りながら車を発進させた。







　──体が重い。

　意識が混濁する中、愛佳はゆっくりと瞼を開けた。

　一体、どれぐらい眠っていたのだろうか。頭の中が霞がかっているような感じで、喉も異常なぐらい乾いている。

「何これ……？」

　椅子に座らされた状態で、結束バンドで手足を拘束されている。

　何とか抜け出せないか試みたが、きつく縛られていてビクともしなかった。

　自身の置かれている状況に呆然としていると、足音と共に親友の瑞希が姿を現した。

「ああ、やっと起きたね。おはよう」

　瑞希はのんびりとした口調で語りかけてくる。

　その微笑みや眼差しが狂気じみており、目の前にいるのは本当に親友なのかと疑わずにはいられなかった。

「これは……瑞希がやったの……？」

　愛佳が恐る恐る尋ねると、瑞希は驚くほどあっさり認めた。

「うん、そうだよ。コーヒーの中に睡眠薬を混ぜたの」

「何で……そんなことするの……？　私、瑞希に何か恨まれるようなことした？」

　コーヒーに睡眠薬を仕込んだり、こんな風に椅子に拘束するなど、友達のすることではない。

　何もかも理解できずにいる愛佳に、瑞希は薄気味悪い笑みを浮かべて言葉を返す。

「そんなの、愛佳を私だけのものにするために決まってるじゃない。私ね、高校の時からずっと愛佳のことが好きだったんだ」

「私のことが好きって、じゃあ……今までＳＮＳに上げていた料理は全部、私のために作っていたってこと？」

「そうだよ。いつも愛佳のことを思い浮かべて料理してたの。もっとも、全然気付いてもらえなくてどれだけ傷ついたことか」

　瑞希は陶然と頬を上気させて、愛佳の手を愛撫するように触れた。

「ひっ……！」

　手を撫でさすられた瞬間、ゾッと鳥肌が立って愛佳は思わず悲鳴を上げてしまう。

　親友に触れられて、こんなにも気味が悪いと感じたのは初めてである。

　愛佳の反応に気分を害したのか、瑞希は不愉快だと言わんばかりにため息をつく。

「そこまで露骨に嫌がらなくてもいいじゃない。それとも、石動以外の人間に触れられるのはよっぽど嫌？」

「そ、そんなことは──」

　違うと言いたかったけれど、どう答えても瑞希の逆鱗に触れそうで、その先の言葉が出てこなかった。

「答えなくていいよ。毎日、幸せそうにしているのを見ていれば、愛佳が石動に夢中だってわかるから。この前の愛佳の誕生日も、石動と二人きりで楽しんでいたみたいだし」

　瑞希は愛佳のスマホを勝手に使い、誕生日に撮った写真を次々と閲覧していく。

「こんな素敵な笑顔、私の前では一度も見せてくれたことないよね。本当に、石動が憎らしくなってくるよ」

　その時、スマホのバイブと共に電話が着信する。

「噂をすれば──！」

　どうやら電話の相手は拡夢らしい。瑞希は忌々しげにつぶやくと、スマホを壁に向かって投げつけた。

　ガシャンという音を立てて壁にぶつかった後、スマホは重力に従って床に落下する。その衝撃で画面は大きく割れ、中から部品も飛び出てしまった。

　呆然と固まる愛佳を尻目に、瑞希は滔々と語り始める。

「今日まで友達のふりしてきたけど、石動のことは最初から嫌いだったよ。だって、私の大好きな愛佳を奪ったんだから。大学進学にあたって、あいつが愛佳から離れていった時は本当に嬉しかったよ。これでやっと愛佳を独占できるんだって」

「そんな……。あの時、私を慰めてくれたじゃない。『ずっと愛佳のそばにいるよ』って。あの言葉は──」

　嘘だったのかと訊こうとしたところで、愛佳はある考えにたどり着く。

『ずっと愛佳のそばにいるよ』

　あの当時は、親友として支えるという意味で言っているのだと、信じて疑わなかった。しかし、瑞希の本性を知った今は、愛佳への歪んだ恋心から来るものだったのだと確信する。

「じゃあ、私がまた拡夢君と付き合うことになったってメールを送った時、喜んでくれたのも全部嘘だったの？」

「当たり前じゃない。本当はものすごい怒りが込み上げてきて、石動を殺してやりたいと心の底から思ったよ。どんな方法で殺してやろうかと、あれこれ考えながらいろんな推理小説を読み漁ったな」

　その言葉が示す通り、瑞希の声色や瞳は憎悪に満ちていた。

「瑞希、ひどいよ。ずっと……私のこと、大切にしてくれているんだって、信じていたのに……」

「ちゃんと大切にしてたじゃない。なのにそんな風に言われるなんて心外だよ。武藤のクズ野郎に交際を迫られたって聞いた日から、愛佳に変な男が寄り付かないよう陰からずっと守ってきたのに。むしろ感謝してほしいよ」

「ずっと守ってきたって、まさか……帰り道に付きまとっていたのって、瑞希だったの……？」

「だから、守ってあげてたって言ってるんじゃないの。付きまとうだなんて、人聞きの悪い言い方ね」

　なぜ理解してくれないのだという風に、瑞希は苛立ちを露わにして声を荒げる。

　優しい笑顔の裏で、瑞希がこんな恐ろしい一面を秘めていたことに、ショックのあまりもう何も言えなかった。

「まあ、しょうがないか。私がどれだけそばに寄り添って愛していても、愛佳はいつも石動しか見てなかったんだからね。別れた後だって、事あるごとにあいつの話題を出してさ。話を聞かされるたびにイライラしたもんだよ。もう我慢できなくなって、愛佳を車に乗せて連れ去ろうとしたら、よりによって石動に邪魔されるし。そしたらその後また愛佳を奪われて……。だけど、愛佳だって悪いよ。私の想いに全然気付いてくれないんだもの。だから手紙で伝えることにしたんだよ」

　車で無理矢理連れ去ろうとしたり、写真と共に歪んだ愛を込めた手紙を送ったりするなど、とても正気の沙汰とは思えない。

　叶わない恋心が愛佳への歪んだ執着心となり、瑞希の精神状態を崩壊させていったのがよくわかる。

「こんなことしたら、警察に捕まるとか考えなかったの？」

「武藤に罪を被ってもらうから、そんな心配いらないよ。私がちょっと強請ったら簡単に言いなりになったし、何よりあいつの弱みを握っているからね」

　今の瑞希にはもう、罪の意識やモラルといったものが全くないらしい。

　ここまで親友を苦しめたのかと思うと、愛佳はひどく胸が痛むと同時に申し訳なくなった。

「犯罪に手を染めるほど辛い思いをしていたなら、一人で抱え込まずに相談してくれれば良かったじゃない」

「そう簡単に話せるわけないでしょう！」

　瑞希は激昂して声を荒げた。その目は血走っており、頬の筋肉を小刻みに痙攣させて荒い呼吸を繰り返している。

「私達のような人間が、未だに偏見の目で見られているのは知っているでしょう？　実際、親にカミングアウトしたら、近所で噂になったら困るから絶対に外で喋るなって口止めされたし。職場でもあからさまに無視されるようになって、中にはそういうの苦手な人もいるから迷惑だって遠回しに退職まで迫られて……！　職場で嫌な思いをした上に自分の親からも心無いこと言われて、ただでさえ傷ついたっていうのに、愛佳にまで見捨てられたらどうしようと思うと、怖くて言える筈ないじゃない……！」

「そんな……。私が瑞希のこと、見捨てるわけないじゃない」

「いいや、愛佳は石動のことしか頭にないから、私のことなんて簡単に見捨てるに決まってるよ！　現にさっき、私が触れたらすごく嫌がったじゃないの！」

　愛佳に見捨てられることへの恐れと、拡夢への憎しみと嫉妬心から、こちらの話をまともに聞こうとしないのが伝わる。

　それでも愛佳は、どうにか瑞希を落ち着かせようと、恐怖心に抗いながら懸命に言葉を紡いでいった。

「ごめんね、気付いてあげられなくて……。瑞希の言う通り、私も悪かったから……。だからどうか許して……」

　瑞希の精神状態が不安定になるまで追い詰めたのは、自分自身にも一因がある。愛佳は縋るような思いで、必死になって瑞希に許しを乞う。

「そう。じゃあ、今度こそ石動と永遠に別れて、私だけを愛してくれる？　そうしたら、許して拘束を解いてあげるから」

　瑞希は愛佳を試すように、究極の選択を突き付けてくる。

　しかし考えるまでもなく、愛佳の答えはもう決まっていた。

「……ごめんね、瑞希。それだけはできない。私、何があっても拡夢君とだけはもう別れたくないの。もちろん、瑞希のことは大切に思っているけど、それ以上に拡夢君のことを愛しているから……」

　今の瑞希にこんなことを告げれば、火に油を注ぐことになるのは目に見えている。

　だが、愛佳にも譲れないものがある。たとえ親友からの頼みでも、拡夢との幸せな日々を手放すことは絶対にできなかった。

　固唾を吞んで瑞希の反応を窺っていると、彼女は強い怒りを込めた眼差しを愛佳に向けてくる。

「何よ、悪かったなんてちっとも思ってないじゃない！　結局、私よりあの男の方が大事なんじゃないの！」

「違う、そんなことは──」

　彼女の言葉を遮るように、瑞希はためらうことなく愛佳の首に手をかけた。

「もういいよ、愛佳の考えはよくわかったから。私を愛してくれないなら死んで」

「や、やめて……っ！　瑞希、お願いだから……！」

　愛佳の必死な訴えも虚しく、瑞希は首を絞める手に少しずつ力を込めていく。

　やがて声が出せなくなり、呼吸をするのも苦しくなってくる。脳に酸素が行き届かなくなってきて、抵抗する力も失せ始めていた。

（拡夢君、助けて──）

　薄れゆく意識が、迫り来る死を回避しようとしているのか、目の前に拡夢の姿が浮かび上がる。幻覚の彼に向かって、愛佳は懸命に助けを求めた。

　首を絞める力が一段と強くなったその時だった。

「愛佳から手を離せ！」

　部屋の扉が勢いよく開き、拡夢が中に駆け込んでくる。

　瑞希は忌々しげに舌打ちすると同時に、愛佳の背後に回ってポケットからナイフを取り出す。

「愛佳をお前なんかに渡さない！　渡すぐらいなら、いっそのこと愛佳を殺してやるよ！」

　ナイフの切っ先を愛佳の喉元に突き付けながら、瑞希は血走った目で拡夢を睨みつけた。

　刃のひんやりとした感触が、肌に軽く触れただけで戦慄が走る。恐怖から呼吸が乱れて冷や汗がどっと噴き出した。

　一方の拡夢は冷静に、それでいて怒りを込めた眼差しで投降を促す。

「里村、馬鹿な真似はよすんだ。もうじきここに警察が来る。ナイフを捨てて大人しく投降しろ」

　それでも瑞希は聞き入れず、ナイフを握る手にギュッと力を込める。

「どうせ捕まるなら、愛佳もお前も殺す！　それで死刑になったって私は構わない！」

「いい加減にしろ、里村！　そんなことして、愛佳が喜ぶとでも思うのか!?」

「うるさい！　私がこうなったのは全部お前のせいだ！　よくも私から愛佳を奪いやがって！　まずはお前から殺してやる！」

　瑞希は恨みがましげに毒づくと、悪あがきとばかりにナイフを拡夢に向けて突進する。

　拡夢は素早く身をかわし、瑞希の手首を掴んで容赦なく捻り上げた。

　強い力で掴まれて相当痛かったらしい。瑞希は悲鳴を上げた後、その手からナイフを落とす。

　その後もしばらくもがいていた瑞希だったが、やがて観念した様子で大人しくなる。

「里村瑞希、監禁と殺人未遂の現行犯で逮捕する」

「お前さえいなければ、武藤に全部罪を着せて、愛佳を私のものにできたのに……！　やっぱりあの晩、お前を轢き殺しておけばよかったよ！」

　取り押さえられても尚、瑞希は拡夢に恨み言を吐き続けていた。

　その後、瑞希の身柄は駆けつけた警察に引き渡された。手足を拘束されていた愛佳も、拡夢によってすぐに助け出される。

　体の自由が戻った瞬間、愛佳はすぐさま拡夢の胸に飛び込んだ。

「愛佳、怪我はないか!?」

「うん、でも……すごく怖かった……」

　緊迫した状況から解放された刹那、堰を切ったように涙がぽろぽろと溢れ出る。

　すると拡夢は愛佳の体を優しく抱き寄せ、慰めるように長い髪を何度も撫でてくれた。

「ああ、わかるよ。俺も、愛佳を守れず失うんじゃないかって、怖くてたまらなかったよ。だけど、もう大丈夫だよ。ずっと俺がそばにいるから」

　拡夢は愛佳を強く抱きしめると、彼女が泣き止むまでずっと寄り添っていた。







　瑞希が逮捕されてから、二週間が経過しようとしていた。

　瑞希の住んでいた部屋からは、ストーカーの証拠である写真や手紙の下書き、更には愛佳に飲ませた睡眠薬が押収された。

　捜査を進めていくうちに、瑞希が父親のかかりつけ医から、睡眠薬を処方してもらっていたことが明らかになった。医者の話によれば、最近よく眠れないので薬を出してほしいと頼まれたという。

　瑞希は取り調べの間もずっと、拡夢に対して恨み言ばかりを口にしているという。彼女のその態度や言動から、自身の罪を少しも反省していないのが窺える。

　一方、愛佳は特に怪我はなかったものの、睡眠薬を飲まされたので三日ほど検査入院した。

　今はもう退院して、何の支障もなく普通に日常生活を送っている。

　それでも、大切な親友に薬を盛られた挙句に殺されかけたことに、未だショックを拭い切れない。

（私がちゃんと気付いてあげられていたら……）

　瑞希の言っていた通り、愛佳はずっと拡夢のことしか考えていなかった。瑞希の内心を知ろうともせず、勝手に彼女の恋の応援をしていた。瑞希からすれば、蔑ろにされていたと思うのも無理はない。

　拡夢とまた付き合うことになったと伝えた時、瑞希がどれほどの怒りを胸に抱いていたか計り知れない。

　だが、仮に瑞希の想いに気付けていたとしても、彼女が犯罪に手を染めるのを防げたかはわからない。

　結局、自分はどうすれば良かったのだろうかと悩み、愛佳は深いため息をつく。

　できるならいつかまた、瑞希と改めて向き合って話をしたい。拡夢には反対されるかもしれないが、それでもちゃんと瑞希の言葉に耳を傾けてあげたかった。

（でも、また私と顔を合わせたら、瑞希を却って傷つけてしまうかもしれない……）

　難しげな面持ちで考え込む愛佳が心配になったのか、拡夢は気遣わしげに声をかけてきた。

「愛佳、大丈夫か？」

「うん、瑞希のことを考えていただけだから、心配しないで」

「本当に大丈夫かい？　必要ならカウンセリングを受けた方が──」

「そんなに心配しないで。私ならもう本当に大丈夫だから」

　以前から、愛佳を何かと気にかけてくれた拡夢だが、事件の後は過保護なぐらい心配性になってしまった。事情聴取が終わった時も、最低一週間は仕事を休んだ方がいいと薦めてきたほど。

　愛佳があんな危険な目に遭ったのだ。拡夢が過保護になるのも無理はない。それに、彼が心から自分を想ってくれているとわかり、内心では嬉しくもある。

「それより、拡夢君には改めてお礼を言わないと。私を助けてくれて、本当にありがとう」

　愛佳が感謝の気持ちを伝えると、拡夢はなぜか途端に表情を曇らせてしまう。

「だけど俺は、愛佳を危険な目に遭わせてしまった。君にあんな恐ろしい思いをさせないようにって、一緒に暮らし始めた日から決めていたのに……」

　自身を責める拡夢の手を、愛佳は優しく包み込んで、「そんなことないよ」と静かに首を横に振る。

「瑞希に襲われた時は怖かったけど、拡夢君はちゃんと私を守ってくれたじゃない。だからこれからも、ずっと私と一緒にいてくれる？」

「いいのかい？　俺なんかで」

「もちろんだよ。だって、私が愛している人は拡夢君しかいないから。この気持ちはこの先も変わらない」

　愛佳が表情を綻ばせて告げると、拡夢もようやく笑顔を見せてくれる。

　それから彼は感極まった様子で、愛佳を強く抱きしめてきた。

「あ……」

　抱きしめられた瞬間、胸の奥から熱いものが込み上げてきて、鼓動もドクドクと早鐘を打つ。

「ありがとう、愛佳。俺、約束するよ。何があっても君を必ず守ると」

「拡夢君……」

　誠実な愛の言葉をささやかれ、愛佳の胸が一段と高鳴りを増していく。

　その直後、二人はどちらからともなく唇を重ね、互いを貪るように情熱的な口づけを交わす。

「ん……んっ……」

　互いの舌を絡ませ、角度を変えて唇を重ねるたびに、胸の鼓動が早くなって体の芯が熱くなる。自分が思っていた以上に、拡夢を強く望んでいたのだと愛佳は実感した。

　劣情をぶつけるようなキスを交わしながら、拡夢は唐突に愛佳をベッドに押し倒してくる。

　だが、彼はすぐにハッとなって、ばつが悪そうに愛佳から体を離す。

「ごめん、急に押し倒したりして……。いくら相手が俺でも、こんなことされたら怖いよな？」

「大丈夫だよ、怖くなんかないから。拡夢君になら、何をされても平気だから」

　それに、瑞希に監禁された日から今日まで、拡夢に抱かれていない。だから彼の淫靡な愛撫で蕩けるほど気持ち良くなりたかった。

　そんな愛佳の心情を察したのか、拡夢は艶めいた笑みを浮かべて「わかった」とうなずく。

「愛佳の望みを叶えるのも、俺の役目だからな。辛いことも何もかも忘れるぐらい、たっぷり愛してあげる」

　甘くも色気に満ちた声音でささやくと、拡夢はおもむろに愛佳の服を脱がせ始めた。

　愛佳も同じように、拡夢の着ているものを少しずつ脱がせにかかる。

　肌が露わになると同時に、拡夢の眼差しに淫靡な熱がこもるのがわかった。劣情を孕んだ瞳を向けられただけで、胸の高鳴りが増して全身も妖しくざわつく。

　下着も全て外され一糸まとわぬ姿になったところで、拡夢は愛佳の胸元に顔を近づけて口づけを落とした。

「んっ……あっ！」

　キスされた箇所に軽い痛みが走り、愛佳はたまらずあえかな悲鳴を上げる。

　だが、その痛みもすぐに快感に変わり、体の奥から早くも官能の熱が込み上げてくる。

　その後も拡夢は愛佳の胸に口づけしては、次々と赤い印を刻みつけていった。

「あン」

　唇が柔肌に触れるたびに、愛佳の体はピクンと跳ね上がり、口からは愛らしい嬌声が漏れ出た。

　口づけの痕をたっぷり刻んだところで、拡夢は満足げに微笑んで胸元をじっと眺める。

「あ……」

　そうやって熱心に見られるだけで、感度が一気に上がり胸の鼓動も早くなる。また、体の芯もジンと疼いており、一段と劣情を掻き立てられていく。

「この先もずっと、愛佳は俺だけのものだ。何があっても君を他の誰にも渡さない……！」

　言うが早いか拡夢は、愛佳の大きな胸に手を伸ばしてやわやわと揉みしだいていった。

「あっ、あぁあぁ……！」

　まるで今日まで抑えていた劣情が、一気に溢れ出したような激しい愛撫。最初からこんな風に抱かれるのは初めてで、愛佳は少しばかり驚かされてしまう。

　だが、拡夢は勢いを弱めることなく、乳房の柔らかさを堪能するように捏ね回していく。

「ンッ……あぁぁ……」

　その手つきがこの上なく気持ちよくて、愛佳は頬を上気させて鼻に抜けるような甘い声で啼いた。

　愛佳の感じる姿に欲情を煽られたらしい。拡夢は興奮した様子で、深い胸の谷間に顔を埋めて舌を這わせた。

「はぁぁあん！」

　肌を舐られた刹那、肌がゾクゾクと粟立って背筋が震える。快感のあまり愛佳は大きく身震いし、双眸に涙を浮かべて喜悦の悲鳴を上げた。

「ふふっ。かわいいよ、愛佳」

　拡夢は胸の谷間に顔を埋めたまま、二つの乳首を指先で擦り上げていく。

「あっ、あぁぁあン！」

　指と舌で胸を攻め立てられ、全身に広がる快感がより一層大きくなる。胸の先端から下肢の中心にかけて疼きも強まり、愛佳は喉を反らせて気持ち良さそうに喘いだ。

　指先で弄られている乳首は、少しずつ硬くしこっていく。同時に感度も増していき、愛佳の体を一段と疼かせた。

　薄紅色の先端を爪で弾かれ、指の腹で擦り上げられ、捏ね回される。絶え間なく快感を与えられ、全身が歓喜に震えるようにざわざわと粟立っていく。

　続いて尖った乳首を口に含まれ、ちゅぱちゅぱと音を立てながら執拗に吸われた。

「んん……ぁああぁ……っ！」

　先程の口づけのような激しい愛撫に、愛佳は体を大きく戦慄かせて喘ぐ。

　そんな愛佳の反応に、すっかり気分が高揚したらしい。拡夢は悦に入った様子で、乳首を強く吸い立てていく。

「や……っ、あぁあぁあ！」

　愛佳はたまらず身を捩らせるが、その動きがかえって拡夢の欲情を煽る形となってしまう。彼は乳輪全体に舌を這わせては、逃がさないとばかりに強く吸いついてくる。

「ンンッ……あぁあああ……ッ！」

　胸の先端から全身にかけて、苛烈な快感が電流のように広がっていく。愛佳は背中の仰け反りを強め、一段と甲高い嬌声で啼いた。

　あまりの激しさから腰を引こうとすると、すぐに抱き寄せられて仕置きという風に吸われる。更に歯を立てられて、硬くなった乳首をキュッと甘噛みされた。

　まるで、愛佳を手放したくないと言わんばかりの愛撫。胸の内に秘められた拡夢の執愛を表した攻め立てに、愛佳の体はより熱く疼く。

　快感が広がるにつれて、下肢の中心もじわじわと疼きを強めていく。脚の間はすでに濃厚な蜜で潤い、少しでも開けば溢れてしまいそうだ。

　しかし、拡夢は乳首を舐るのに夢中で、少しも気付く様子が感じられない。

　そこを放置されるのがとても辛くて、愛佳はおずおずと秘花に手を伸ばそうとする。

　するとすぐさま、拡夢に手首を掴まれて阻止された。

「駄目だよ、今は俺が愛佳をかわいがってるんだから。たとえ君自身の体でも、この時間は触れていいのは俺だけだ」

　拡夢は顔を上げるなり、やんわりとした口調でたしなめてくる。

「だって、下も気持ちよくしてほしいのに、拡夢君が全然気付いてくれないから……」

　愛佳は少し不満げに口を尖らせてみせる。その途端、拡夢は表情を綻ばせて目を輝かせた。

「ん～、そんな風に不満げな顔を見せる愛佳もかわいいよ」

　そう言って乳首に軽くキスしてから、拡夢は腹部から太腿にかけて手を這わせていく。

　焦らすような愛撫にもどかしさを覚えつつも、淫靡な手つきに肌が粟立って胸の高鳴りも増す。

　それから拡夢は両脚を大きく開かせ、指先で割れ目をくすぐるようになぞり上げる。その刹那、じわりと蜜が溢れ出てきた。

「今日もよく濡れている」

　拡夢は嬉しそうに目を輝かせて、蜜口の浅い部分をクチュクチュと掻き乱していく。

「は……あぁあぁ……」

　愛する人に触れられるのを期待していたからか、軽く触れられただけで早くも快感が込み上げてくる。愛佳は恍惚の面持ちで喉を反らし、艶めいた喘ぎを漏らす。

　拡夢は蜜口を撹拌しながら、上端にある可憐な尖りも指先で軽く弾く。

「あぁあん！」

　強い刺激が全身に広がり、愛佳の体が大きく跳ね上がった。

「すごくかわいい声だ」

　拡夢はクスッと小さく笑うと、雌核をクリクリと捏ね回していった。

「あぁ……ぁあンッ！」

　愛佳は頬を上気させて甘い声で啼く。

　淫芽は瞬く間に充血して膨らみ、嬉々とした様子で小刻みに震えていた。淫裂からも新たな蜜が溢れて、拡夢の指先と愛佳の内腿をしとどに濡らす。

　拡夢は挿入している指をもう一本増やし、淫猥な水音を聞かせるように激しく掻き乱していった。

「ンンッ……あぁぁあっ！」

　指をバラバラと動かされ、肉芽も擦り上げられて、止まない快感が全身に容赦なく襲いかかる。

　体の内側に生じた官能の熱が、さざ波のように一気に押し寄せてくる。その熱がすぐさま疼きとなって、愛佳の心身を蕩けさせた。

「愛佳のその反応、すごくたまらない……」

　拡夢はうっとりとつぶやいては、花唇をなぶる指の速度を上げていく。

「や……あぁぁぁっ！　拡夢君、激しすぎる……！」

　敏感な部分を苛烈に攻め立てられ、体の疼きもより一層強まる。

　愛佳は涙を流して身悶えるが、拡夢は一切構うことなく雌核を懇ろに転がし続けた。

　巧みな指戯でたっぷり翻弄され、強烈な快感が駆け抜けるたびに、下肢全体がガクガクと激しく痙攣した。

　愛佳は腰を宙に浮かせて達しても、拡夢の苛烈な愛撫は止まずより一層強くなる。

「ああっ……あぁああん……！」

　そうして愛佳はまた歓喜の悲鳴を上げて、体を弓なりに反らして絶頂を迎えた。

　徹底的になぶられた淫芽は、艶を帯びて輝いている。淫襞もわなわなと震えながら、濃厚な愛蜜をとめどなく溢れさせていた。

　その淫猥な光景を、拡夢は欲望に満ちた瞳でじっと眺める。

　情欲を孕んだ眼差しを向けられることに快感を覚え、胸がドキドキと高鳴ると同時に秘花も妖しくざわつく。

「もっと……愛佳が欲しい……」

　やや掠れた声でひとりごちた彼は、腹部や太腿にも次々と口づけの痕を刻みつける。

「あん……っ」

　たっぷり快楽を与えられた影響からか、肌に唇が触れただけで過敏に反応してしまい、愛佳は甘い声を上げて戦慄いた。

　それから拡夢は膨らんだ花芽にも唇を寄せ、愛しむように舌先で転がしていく。

「あぁぁあっ！　あっ、あっ、あぁああぁあ！」

　達したばかりで苛烈な快感を与えられ、全身がざわざわと粟立って背筋に痺れが走る。花唇全体もビクビクと震えては、新たな淫蜜を大量に溢れさせた。

　滴る蜜をこぼしたくないとばかりに、拡夢は秘唇に吸いついて執拗に啜っていった。

「や……あぁぁン！　拡夢君、そんな……駄目……ッ！」

　何が駄目なのか自分でもわからず、愛佳は何度も身悶えながら甲高い嬌声で口走る。

　だが、拡夢は愛佳の制止を一切聞き入れず、巧みな舌遣いで花唇を攻め苛む。

　敏感な部分をくすぐられ、溢れる蜜を吸われ、そしてまた舐られる。執拗に繰り返される愛撫に、体だけでなく理性までもが気持ちよく蕩けていった。

　絶え間なく込み上げてくる快感に、愛佳は背を反らしてむせび泣く。体中が妖しくざわめき、下肢の中心は熱い疼きを帯びている。

　幾度となくなぶられた淫芽は、充血して真っ赤に膨らんでいた。蜜と唾液に濡れて一段と艶めきも増しており、さながらピンクパールのようであった。

　拡夢は膨らんだ花芽に口づけを落とし、舌先で重点的にくすぐって攻め立てていった。

「ンンンッ……あぁぁあぁぁあ──ッ！」

　過敏になった淫芽を弄られ、愛佳は喜悦の悲鳴を上げて身悶える。

　そうして絶頂に達するたびに、雌核は嬉しそうに小刻みに震えた。同じように蜜口もわなわなとヒクつき、官能の雫を止め処なく溢れさせる。

　その途端、拡夢に淫蜜ごと花芽を吸われて、愛佳は啼きながらまた絶頂を迎えた。

「あぁ、愛佳。君の何もかもが愛しくてたまらない。このままずっと独占してしまいたいよ」

　拡夢は陶酔したようにつぶやき、感嘆のため息をついた。

　熱い吐息がかかった刹那、花唇はわなわなと震えて全身も粟立つ。

「愛佳のここ、ヒクヒクしててかわいい」

　拡夢は満面の笑みを浮かべて、淫靡な花園をじっくり凝視する。

「もう……拡夢君ったら、やだ……」

　秘唇に熱い眼差しを向けられて、愛佳は恥ずかしさのあまり隠そうとする。だが、両脚をしっかり抱えられているため閉じられない。

　その一方で、間近で見られて感じてしまう自分がいるのも事実で、なす術もなく赤面するしかなかった。

　優しいだけではない、二人きりの時だけに見せる意地悪な一面。拡夢のそんな部分も愛しさを覚え、愛佳はますます彼に惹かれていく。

　舌や唇でじっくり愛でて満足したのか、拡夢は雌芯にもう一度口づけしてからそっと顔を離す。

「愛佳、俺は完全に君を自分だけのものにしたいんだ」

　それから拡夢は真摯な面持ちでそう告げてきた。

　遠回しな表現ではあるが、それは愛佳の中に直接、熱い精を注ぎたいと言っているのだ。

　彼の願いに対する返事は、もうすでに決まっている。

「初めて抱かれたあの日から、私はもうとっくに拡夢君だけのものだよ」

　愛佳が陶然とした笑みで言葉を返すと、拡夢も心から安堵した様子で表情を綻ばせる。

「その言葉、今まで聞いた中ですごく嬉しいよ」

　拡夢は手放さないとばかりに、愛佳の体を強く抱きしめて唇を重ねた。

　互いの舌を絡ませては、口内をじっくりと舐っていく。息継ぎのために離れようとすると、すぐさま唇を強く重ねられて貪られる。

　甘くも濃密な口づけを繰り返した後、拡夢の剛直をゆっくり突き立てられていった。

　あんなにも強い執着愛を見せておきながら、挿入の時は今までと変わらず優しく押し進めてくれる。拡夢の優しい気遣いに、愛佳の心は一段と絆されていく。

「あぁ、愛佳の中……すごくいい……」

　硬い切っ先が最奥まで到達したところで、拡夢は感極まった様子でつぶやく。

　その直後、彼は艶のある笑みを浮かべると、劣情を露わにして律動を開始した。

「は……あぁあぁっ……！」

　執拗な愛撫で何度もイかされたからか、熱い楔で中を擦られるのは総毛立つほど気持ち良かった。愛佳は頬を上気させながら甘切ない声で喘ぐ。

　熟れた媚肉が歓喜に震えている。下腹部の奥も、もっと攻め立てられたいとばかりに、いつになく熱く疼いていた。

「すごいな。俺が動くたびに、中が熱くうねってる」

　淫襞の感覚に酔いしれた様子で、拡夢は恍惚の笑顔で腰を深く押し付けてくる。

「や……あぁぁぁっ！」

　隘路を擦られ、子宮口を突かれるたびに、下肢全体がビクビクと引き攣る。下腹部に生じた疼きも強まり、激しい快感となって体中に広がっていった。

　挿入されてから数分しか経っていないのに、気持ちいいあまり早くも達してしまいそうである。

　──このまま激しく突かれたら、どうなってしまうのだろうか？

　そんな疑問が浮かんだところで、拡夢が唐突に愛佳の顔を覗き込んでくる。

「愛佳、何か別のことを考えてない？」

　考え事をしていたのがバレて、愛佳はたまらずドキリとなる。

　勘の鋭い拡夢に隠し通せる筈がない。愛佳は観念して正直に打ち明けた。

「その、こうして拡夢君に突かれるのが、すごく気持ちよくて……早くイッちゃいそうで……。だから、激しくされたら……どうなるんだろうって……」

　愛佳は恥ずかしさのあまり、今にも消え入りそうな声で答える。

　一方、彼女の返答を聞いた拡夢は、嬉々とした様子で目を輝かせていた。

「愛佳がそこまで感じてくれて、彼氏としてすごく嬉しいよ」

　拡夢は満面の笑みを見せると、律動の速度を一気に上げた。

「あ、あぁぁあぁ！　拡夢君、激しすぎる……ッ！」

　予想以上に激しい抽送に、苛烈な快感が一気に押し寄せてくる。愛佳は甲高いイキ声を上げながら、全身をビクビクと大きく震わせた。

　気分がすっかり高揚していた拡夢は、全く緩める気などないようで容赦なく熱い楔を打ち付ける。

「あ……ぁぁぁあンッ！」

　絶え間なく押し寄せる快楽に、愛佳は喜悦の悲鳴を上げて背を反らす。

　そこへ追い打ちをかけるように、拡夢は二つの膨らみに手を伸ばして弄り始めた。

「あぁぁあぁ！」

　胸を捏ね回され、最奥を気持ちよく穿たれて、幾度となく体が跳ね上がって絶頂感が訪れる。

　しかし、拡夢の愛撫も抽送も止むことはなく、愛佳の更なる快感を引き出すように一段と攻め立ててくる。

「ンンンッ……ぁぁああぁっ！」

　そうしてまた、愛佳は背を反らして淫靡な快楽に啼き、瞬く間に絶頂を迎えた。

　数え切れないほど達しても、身も心もまだ欲しいと訴えている。留まることを知らない淫欲の影響か、気付けば愛佳も抽送の動きに合わせて自ら腰を振っていた。

「君にそんな風に誘われると、ますますそそられるじゃないか」

　すっかり気分を昂らせた拡夢は、一段と腰を深く打ち付けて勢いよく穿ってくる。

　最奥を絶え間なく激しく突かれ、下肢全体に痺れるほどの疼きが生じる。淫襞もビクビクと収縮を繰り返し、獰猛な雄肉にいやらしくまとわりつく。

「ん……ぅ……！」

　その刹那、拡夢の口からあえかな喘ぎが漏れ、腰が小刻みに引き攣る。その弾みで、埋め込まれた肉茎がより一層、硬く隆起していくのを感じた。

「は……ぁ、はぁ……」

　拡夢は荒々しい息を繰り返しながら、射精に向けてますます激しく突き上げていった。

　背筋がざわざわと震え、より強い快感が体の奥からせり上がってくる。愛佳は歓喜の涙を流しながら、蜜壷をキュウキュウと締め上げた。

「あぁ、愛佳……」

　拡夢は熱い吐息混じりに、愛佳の名を愛しげにささやきかけてくる。

　甘さを含んだ優しい声音が心地良く響き渡り、胸がより一層熱く高鳴るのを感じた。

「拡夢君……」

　愛佳もまた、甘えるような声で彼の名を呼び、男らしいしなやかな体を抱きしめる。

　拡夢はそんな彼女に優しくキスを落とすと、硬い先端をグリグリと強く押し付けてきた。

「ンンッ……ぁぁぁあぁぁあ……！」

　全身を揺さぶられるほどの苛烈な快感が、高圧電流のように駆け抜けていく。愛佳は歓喜の涙を流して何度も背を反らし、蜜腔を戦慄かせて剛直を締める。

「うぅ……ッ！」

　続いて拡夢も短く喘ぎ、雄茎をビクビクと震わせて白濁を解き放った。

　愛する男の精を感じながら、二人同時に絶頂に果てた歓びに感極まる。

　官能の熱が引いたところで、一緒にベッドに倒れ込んだ。自身の胸に顔を埋めてきた拡夢を、愛佳は慈しむようにそっと受け止める。

「あン」

　その際、胸の谷間に再び口づけされ、愛佳は甘い嬌声を漏らす。

　それから拡夢はおもむろに顔を上げ、いつもの優しい微笑みを向けてくる。

　しかし、その黒い瞳にはまだ欲望の光が宿っており、体の奥から再び疼きが生じた。

「愛佳、俺……もっと君を深く愛したい。あんなにたくさんイかせたのに、まだ足りないって感じるんだ」

　そうささやく声音にも淫靡な熱が含まれており、愛佳の劣情をより一層掻き立てていった。

「実は私も、拡夢君ともっと深く愛し合いたいって思ってたところなの。だからもっと、拡夢君の熱で満たしてくれる？」

　愛佳は淫靡な欲望を素直に口にして、拡夢を誘うように彼の腰に脚を絡ませる。

「愛佳の望みなら、いくらでも叶えてあげるよ」

「ふふっ、すごく嬉しい」

　愛情に満ちた拡夢の返答に、愛佳はますます胸を高鳴らせた。

「さっきは激しく愛したからね。今度は優しくするよ」

　拡夢は甘くささやくと、愛佳の体を撫でながら抽送を再開した。

「あ、は……ぁあぁ……」

　淫靡な愛撫によって、全身の疼きが強くなる。剛直が自身の中で再び勃ち上がるのを感じながら、愛佳は頬を上気させてうっとりと微笑む。

　二人の甘く淫靡な時間は、夜が更けても勢いが衰えることなく続いた。







　愛佳のぬくもりを感じながら、拡夢はベッドの中で昨夜の情事を振り返っていた。

　すでに日は高く昇っているが、幸い休日なのでゆっくりしていて問題ない。

（昨夜は今までで一番幸せだったかもしれない）

　二人して数え切れないほど達した。一度目の射精の後、優しくすると宣言したにも拘らず、劣情が抑えられなくなってまた激しく抱いてしまった。

　そうして夜明けまで愛し合ったのに、体と心は未だに愛佳を求めている。

（俺ってこんなに性欲が盛んだったのか……）

　我ながら、愛佳に対する自身の貪欲さに呆れてしまう。

　だが、こんなに欲深い自分を見せても、愛佳は誰よりも好きだと言ってくれた。そんな彼女がますます愛おしく感じられて、このまま閉じ込めてしまいたくなる。

　──他の男はもちろん、女であっても愛佳を誰にも渡したくない。

　拡夢は愛佳をギュッと抱きしめ、薄紅色の唇にそっと口づけを落とす。

　それからしばらくして、愛佳が小さく身じろぎして目を覚ました。

「おはよう、愛佳」

　拡夢が優しく声をかけると、愛佳はすぐに微笑みながら「おはよう、拡夢君」と返してくれた。

　朝から愛らしい笑顔が見られた上に、透き通るような心地良い声が聞けて、拡夢の胸が大きく高鳴る。

「体の方は大丈夫？　昨夜、やっぱり少し無理させちゃったかな？」

「心配しないで。むしろ、拡夢君にたくさん気持ち良くしてもらえて、すごく幸せだったから」

　愛佳は陶然と表情を蕩けさせ、拡夢の体をそっと抱き返してくる。

　その刹那、胸の奥がじんわりと熱くなり、愛佳への愛しさがより一層増していった。

「昨夜のことなんだけど──」

「何？」

　拡夢がおもむろに口を開くと、愛佳は興味津々な様子で訊き返してくる。

　だが、その先を言うのが気恥ずかしくて、なかなか言葉にできない。

　すると愛佳は痺れを切らしたように、「もう、何なの？」とせっついてきた。

「気になるからちゃんと言ってよ」

「言っても笑わない？」

「拡夢君だって、私が何を言っても笑ったりしなかったじゃない。だから私も笑ったりしないよ」

　愛佳の表情は真剣そのものである。

　それでも言うのはためらわれたが、話を切り出した以上は黙っているわけにいかない。何より愛佳が許してくれない筈だ。

　拡夢は頬を赤らめつつも、おずおずと言葉を紡いでいく。

「その、愛佳の中で……精を注ぐ時、俺達の愛がずっと続くようにって、心の中で祈っていたんだ……」

　言い終えた時には、心臓がバクバクと激しい音を立てていた。

　恥ずかしいことこの上ない。笑わないと言われていても、どんな反応が返ってくるだろうかと身構えてしまう。

　拡夢の言葉を聞いた愛佳は、頬を上気させて表情を綻ばせる。

「私も拡夢君に抱かれながら、同じことを考えていたの。だから拡夢君からその言葉が聞けて、とっても幸せだよ」

「愛佳……」

　愛する女性も自分と同じ想いでいてくれたことに、拡夢は感極まってそれ以上言葉が出てこなかった。だから言葉の代わりに行動で伝えようと、彼は愛佳の体をもう一度抱きしめ、優しい口づけを落とす。

「ん……ん……っ」

　薄く開かれた唇からそっと舌を割り入れると、愛佳がそれに応えるようにすぐさま舌を絡ませてくる。

　こうして唇を重ねるたびに、愛おしさと幸福感が同時に込み上げてきて、拡夢は夢中になって舌を絡ませ合う。

　甘い口づけは徐々に濃厚なものになり、二人は互いを貪るように口内を舐っては、何度も強く抱きしめた。

　もっと愛佳を深く堪能したくて、拡夢はより深く口づけながら彼女の体を撫で回していく。

「んん……ふぅ……」

　その刹那、愛佳の口から吐息と共にくぐもった嬌声が漏れ出た。それがどちらも色気に満ちていて、拡夢の胸を一段と熱く高鳴らせた。

　甘くも濃密な口づけを終えて唇を離したところで、拡夢は真摯な眼差しで愛佳を見据えた。

「愛佳、俺はこれから先もずっと、君を守ると約束する。だから俺と結婚してほしい」

「うん、もちろん！　拡夢君と結婚する！」

　愛佳は満面の笑みを浮かべて強く抱き返してくる。

「そうと決まったら善は急げってことで、午後から指輪を見に行かない？」

「うん、そうしよう。それと、近いうちにお互いの実家にも挨拶に行こう。君の両親からは、君を危険に晒したってことで、反対される気がするけど……」

　そのことだけが唯一の気がかりだった。拡夢がたまらず不安を吐露すると、愛佳は一片の曇りない瞳を向けて「大丈夫だよ」と返す。

「それに、もし反対されたとしても、私は絶対に拡夢君と別れるつもりなんてないから。私の道は私が決める。だから誰に何を言われても、結婚して幸せになろうね」

　愛する女性が、そうやって前向きな姿勢でいてくれて、拡夢はこれ以上ない安心感に包まれる。

「愛佳のことは必ず幸せにするよ」

　甘く優しい声音でささやくと、拡夢はもう一度愛佳に口づけを落とした。







終章 ～未来への福音～








　半年後。愛佳と拡夢は結婚に向けて、忙しくも幸せに満ちた日々を送っている。

　愛佳の両親は拡夢を快く受け入れ、娘を救ったことを改めて感謝してくれた。拡夢の母親も、息子が結婚相手を見つけてきたと大いに喜んでいた。

　拡夢の父親は当初、自分が最も信頼している部下の娘と結婚させようとしていた。相手方も乗り気だったようで、ぜひ見合いの場を設けてほしいとお願いしてきたらしい。

　しかし拡夢本人が、愛佳以外の女性を愛するつもりはないときっぱり見合いも断ると、それに押される形で受け入れてくれた。

　こうして結婚の話も無事に順調に進み、式に向けた準備を着々と進めている。

　そんな中、息抜きをしようという拡夢の提案で、自分達が初デートした場所に遊びに来ていた。

「初めてここに来た時、お互い変に緊張しちゃって、なかなか話が弾まずぎこちなくなってたよね」

　傍から見たら、当時の自分達は相当変なカップルだったに違いない。互いへの愛が深まった今では、思い出すと少しばかり恥ずかしい。

「そうだったな、すごく懐かしいよ。お茶するために入ったカフェで、やっとまともに話ができたんだったよな」

　その後も二人は仲睦まじく手をつなぎ、他愛ない話をしながら歩く。

　商業施設の屋上庭園へ着くと、休憩のために空いているベンチに並んで座った。

「愛佳、疲れてないか？　少し無理させてしまったかな？」

「ううん、私なら大丈夫。それに、健康のためにも少しぐらい歩かないと」

　今日はよく晴れているとはいえ、二月の半ばはまだまだ寒い。一応、暖かいコートを着てきてはいるものの、ひんやりとした空気はやはり体に応える。

　愛佳が手を擦り合わせていると、拡夢はすぐさま心配そうな面持ちを向けてきた。

「もしかして、寒いのかい？」

「うん、ちょっとね。でも、凍えそうってほどじゃないから」

　愛佳の返答を聞いた拡夢は、残念そうに小さく肩を落とす。

「愛佳、こういう時は『寒いからもっとそばに寄ってほしい』って、答えるもんだよ」

　言うが早いか彼は、愛佳の肩を抱いて自身のそばに引き寄せた。

「きゃっ!?　ちょっと、拡夢君!?」

　互いの体が密着した途端、気恥ずかしさから急激に熱くなり、鼓動もバクバクと早鐘を打ち始める。

　二人きりの時は、こうして抱き合っても胸が高鳴るだけで、恥ずかしいという感情は込み上げてこない。それがなぜか人前になると、どうしても慣れず動揺してしまう。

「それに、君だけじゃない。お腹にいる子のためにも、しっかり体を暖かくしておかないと」

　拡夢はごく優しい声音でささやきながら、愛佳の下腹部にそっと手を添えてさする。

「そう……だね……」

　優しく撫でられているにも拘らず、体の芯に疼きが生じて声が変に上擦ってしまう。

　三週間ほど前、愛佳は妊娠していることが判明した。その日以降、拡夢は今まで以上に愛佳の体のことを気にかけ、お腹の子に向けて毎日優しく話しかけてくれている。

　自分だけでなく生まれてくる我が子にも、深い愛情を注いでくれる彼のことが、ますます好きになっていく。こんな素晴らしい人が、自分の夫になることに愛佳はこの上ない幸せを感じていた。

　愛佳は表情を綻ばせると、今のこの気持ちを伝えるべく口を開く。

「拡夢君、私すごく幸せだよ。あなたと結婚することが決まって、こうしてお腹の子も大切にしてもらえて」

　すると拡夢は感極まった様子で、愛佳を抱きしめる腕にギュッと力を込める。

「俺も幸せだよ、愛佳。君のことはもちろん、この子のことも必ず守り抜いてみせるよ。もう二度と、誰にも俺達の幸せを邪魔させたりなんかしない」

「ありがとう」

　拡夢の誠実な言葉が、胸に沁みてじんわりと熱くなる。愛佳は満面の笑みを湛え、拡夢の腕に自身の手を添えた。

　本当なら思い切り彼を抱きしめて、そのまま甘く蕩けるようなキスを交わしたいところ。しかし今は公共の場所にいるため、家に帰ってからのお楽しみに取っておくことにする。

　それから唐突に、拡夢はふと思い出した様子で「あ、そうだ」とつぶやく。

「せっかくここへ来たんだから、またあのカフェに寄って温かい物でも飲もうか」

「うん、そうだね。また一緒にチョコレートパフェも食べよう」

　初めてのデートの日。入ったそのカフェで一緒に食べたのが、チョコレートパフェである。偶然にも同じものを頼んだのがきっかけで、二人のぎこちない空気が和らぎ話が弾んだのだ。

「だけど、もうちょっとだけ寄り添っていてもいい？　何だか、拡夢君から離れるのが名残惜しくて……」

　そう言って愛佳が胸板にもたれると、拡夢はすぐさま体を抱きしめてくれる。

　そのぬくもりがこの上なく心地良く、胸の高鳴りが増していくのがわかった。

「もちろん。愛佳が望むのなら、俺はいくらでも付き合うよ」

　拡夢の優しい眼差しと言葉に、愛佳の心は一段と絆される。

　こうして拡夢と触れ合っていると、体だけでなく心も温かくなってくる。拡夢を愛しているからというのもあるが、一番の理由はこのぬくもりが何よりも心地良いものだから。

　溢れんばかりの多幸感を胸に、二人は静かに寄り添い合うのであった。







あとがき








　読者の皆様、こんにちは。さくら茉ま帆ほです。

　この度は本作を読んでいただき、誠にありがとうございます。おかげ様で濃蜜ラブルージュ様で出させていただいたラインナップは六作品目となりました。

　今回の作品は、高校時代に付き合っていたヒロインとヒーローが、一旦は別れてしまうけど大人になってある事件をきっかけに再会し、同棲からの溺愛というお話になっております。一番好きなのは最初から甘々な恋愛ものですが、一度は別れたけれど再会してから改めて互いの愛を深めていくお話もいいものだなと、作品を執筆をしながら実感しました。

　また、今作のヒーローは刑事という設定なので、甘い恋愛だけでなくシリアスな事件パートも入れております。とはいえ、濃蜜ラブルージュ様の濃厚な甘い雰囲気を壊さないよう、事件パートの内容があまり重くなり過ぎないように心がけました。

　他の作品でもシリアスなシーンは書いた経験はありますが、重い雰囲気のせいか書いている側も苦しい気持ちになります。ラブシーンとはまた違った大変さがありますが、同時に甘い恋愛作品以外のジャンルにも挑戦したいと思っている私にとって、いい経験になりました。

　ヒーローがヒロインを一途に愛し守ろうとする姿や、ヒロインの芯の強さやヒーローへの愛などを堪能していただけると幸いです。

　いつも色々とアドバイスをして下さる担当編集様、今作の表紙イラストを手がけて下さった千ち影かげ透とう子こ先生、本当にありがとうございます。

　そして最後に、いつも応援して下さる皆様にも、改めて感謝の気持ちを伝えたいと思います。

　これからも、もっと良い作品をお届けできるよう精進していきますので、今後ともよろしくお願いします。






さくら茉帆










【著者紹介】

２０１３年からＷＥＢで小説を投稿し始め、２０２０年に本レーベルにて悲願の出版デビューを果たしました。

小鳥とおじ様をこよなく愛しております。ＴＬ小説は読むのも書くのも好きです。







濃蜜ラブルージュ

エリート警けい察さつ官かんは愛あいの証あかしを刻きざみたい

～秘ひめごと同どう棲せい生せい活かつはじめます～
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この本は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になる機種により、表示の差が認められることがあります。







●著作権に関して

本作品の全部または一部を複製、編集、修正、変更、頒布、貸与、公衆送信、翻案、配布する等の著作権及び著作者人格権侵害となる行為、および有償・無償に関わらず、本データを第三者に譲渡することは禁止いたします。

●お断り

本作品を電子書籍にて発行するにあたり、簡体字・繁体字などの電子書籍として表現できない文字、ルビ、記号、表組み等、または電子書籍として表現がむずかしい部分等は、原文とは異なる表記になっている場合があります。
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